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第一会場午前の部

1. 子牛の生後日齢に伴う代用乳の摂取速度と人

工乳摂取量の変化

o森田茂・西埜進(酪農大)

目的 晴乳子牛における波状飼料の摂取速度や人

工乳摂取量は、一般に生後日齢の経過とともに増

加するものとされてきた。しかし、晴乳子牛の生

後日齢による液状飼料の摂取速度、あるいは人工

乳摂取量などの変化を調査した報告は少なく、生

後日齢と両者の関係については必ずしも明らかに

なっていなし、。そこで演者らは、晴乳子牛の液状

飼料の摂取速度および人工乳摂取量を測定し、子

牛日齢に伴う変化を回帰式にあてはめて検討した。

あわせて、液状飼料の摂取速度と人工乳摂取量の

関係についても調べた。

方法 ホルスタイン種雄子牛7頭を用いて、下記

の調査を 14日齢から45日齢まで実施した。 液

状飼料の給与は、代用乳を日量700f}の定量給与

とし、日量の半分量を朝夕 2~ の温湯に溶かして、

乳首晴乳パケツで飲ませたo 毎回代用乳溶液を摂

取するのに要した時聞を測定したo 人工乳は無制

限給与で、毎回残飼が給与量の 5%以上になるよ

う与え、人工乳の自由摂取量を求めた。調査期間

中に子牛が下痢を発生した場合には、代用乳およ

び人工乳の給与を中止した。代用乳溶液の毎分当

り摂取速度には朝夕の差がなかったので、その平

均値を代用乳溶液摂取速度(以下、代用乳摂取速

度)に用いた。まずこ、下痢治療が終了した最初の

摂取速度は、データから除外した。試験成績は、

子牛日齢と代用乳摂取速度および人工乳摂取量と

の回帰、あるいは代用乳摂取速度と人工乳摂取量

との回帰を、いずれも一次直線と片対数曲線にあ

てはめて検討した。

結果 代用乳の摂取速度は、日齢とともに14日齢

0.67-0.9 0 ~から 45 日齢1.48-2.1 1&へと増加

した。日齢に伴う代用乳摂取速度の変化は、一次

直線よりも日齢を対数とした片対数曲線によくあ

てはまり (p<0.01) 代用乳摂取速度の増加は
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日齢とともに漸減することが示された。人工乳摂

取日量は、日齢に伴い 14日齢の 70-160g、45

日齢の 1，100-2，000gと増加した。人工乳摂取

量の変化は、人工乳摂取量を対数とした片対数曲

線によくあてはまり (p<0.0 1 )、人工乳摂取量

の増加は日齢とともに漸増することが示された。

さらに、代用乳摂取速度の増加に伴い人工乳摂取

量は増加した。両者の関係は、人工乳摂取量を対

数とした片対数曲線によくあてはまり (P<O.O1)、

人工乳摂取量の増加が代用乳摂取速度の増加とと

もに漸増する指数型生長曲線として示された。以

上のように、代用乳摂取速度と晴乳期における人

工乳摂取量に密接な関係が認められたo したがっ

て、晴乳期における液状飼料の摂取速度と離乳後

も含めた固形飼料の自由摂取量との関連性につい

て今後検討する必要があると考えられた。

2. 乳用雌子牛における群飼育開始時期の違いが、

その後の成長に及ぼす影響

o黒揮弘道-所和暢・西村和行-南橋昭、

岡本全弘(新得畜試)

目的 カーブハッチにおいて個々に晴乳・飼育し

た子牛について、集団で飼育を開始する時期の違

いが、その後の成長に及ぼす影響を検討する。

方法'生後、カーフハッチにおいて暗乳・飼育し

たホルスタイン種雌子牛 10頭を、 5頭ずつの 2

群に分け、 1群は生後 6週(6週区)から、他の

群は 13週(13週区)からスーパーハッチにおい

て26週まで育成し、成長に差があるか否かを検

討した。飼料の給与は、いずれの処理区とも同ー

の基準にしたがった。つまり、生後 12-13週に

かけてカーフスターターから育成用の濃厚飼料に

切り換えた。濃厚飼料は体重を考慮しながら1.6

-2.8K9-/日・頭の割合で給与した。イネ科草を主

体とする牧草サイレージを 13週から1.5-3.0 K9-

/日・頭、イネ科草を主体とする乾草を自由に採食

させた。カーフハッチからスーパーハッチへの移
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行時と、その後 2週毎に体重を測定し、 4週毎に

体尺測定を実施した。試験期間は昭和 59年 11月

から 60年 5月までの約6カ月間である。なお、

いずれの処理区とも、試験の初期、および後期に

おいて群を構成するため、合計 6頭のダミーを用

し、Tこo

結果 供試したカーブスターター、および育成用

濃厚飼料の乾物中粗蛋白質含量は、それぞれ23.1、

17.7%であった。また乾草および牧草サイレージ

の組蛋白質はそれぞれ 8.5、15.7%、粗繊維含量は

とカーフハッチ飼育群(H群)の 2群に分けたo

B群は、牛舎内のカーフベンで、個別に繋養したo

H群は、 FRP製カーフハッチに、生後 5-18時

間で収容した。給与飼料は、全乳および市販のカ

ーフスターターとオーチヤードグラス主体細切 1

番刈乾草を 6: 4の割合で混合したものであった。

飼料給与量は、維持 (ARC、1980)の2倍量と

し、 1日2回(9 : 00および 17:00)に分けて給

与した。供試牛は、 6週齢で離乳した。混合飼料

および水は、 2週齢より給与した。両群 4頭の内、

36.1、そして 32.6%であった06週区の試験開始 各 2頭について、 3、5、7週齢に物質・エネルギ

時の平均体重は 69.6K.s-で、 26週には 186.0K.s-と ー出納試験およびフード法による呼吸試験を実施

なり、平均日増体量は 0.83Ki'であったo 1 3週区 し、あわせて、直腸温度の測定をしたoH群では、
の開始時、および終了時体重はそれぞれ 109.1K.s-、 舎外に設置した合板製の代謝櫨に収容して測定し

および 174.7均となり、日増体量は 0.72K.s-であっ

た。日増体量は 6週区が 13週区に比べやや高か

ったが有意で、はなかった。 6週区は全試験期聞を

通して順調な増体を示したが、 13週区はスーパ

ーハッチ移行後 1週時に体重が約 3K.s-減少した。

その後は順調に増体し、全期を通して処理聞に有

意な差は認められなかった。飼料乾物採食量に占

める濃厚飼料の割合は、 6週区が 70%となり、

1 3週区の 65%に比べ高かった。また、飼料乾物

1 K.s-当りの増体量は 6週区が 0.28K.s-となり、 13

週区は 0.21K.s-となった。体尺測定値(体長、胸深、

尻長、腰角幅、胸囲)はいずれも全期間を通して、

処理聞に有意な差は認められなかった。

3. 冬期力一フハッチ飼育の幼齢子牛におけるエ

ネルギ一代謝

o諸岡敏生・小橿剛人・近藤誠司・関根純二

郎・大久保正彦・朝日田康司(北大農)

目的 これまでのカーフハッチに関する研究では、

飼料摂取量の増加により、寒冷環境下においても、

子牛の増体量に悪影響はないとされているが、エ

ネルギー代謝に関しての検討は、全くなされてい

なし、。本報告では、冬期のカープハッチにおける

幼齢子牛のエネルギー代謝について検討した。

方法 1984年 12月から 1985年1月生まれの

ホルスタイン種雄子牛8頭を、舎内飼育群(B群)

Tこo

結果 1) 日平均気温は、舎内一 2.0-7.7"C、舎

外ー 13.1-2.3 oCであった。

2)両群とも、数例の下痢および発熱が認めら

れたが、健康状態はおおむね良好であった。

3) 1-7週齢における平均日増体量は、 B群、

H群でそれぞれ 0.41、0.57K.s-で、 H群が有意(P

<0.05 )に静ミった。

4) 1 - 7週齢の総乾物摂取量は、 B群、 H群

でそれぞれ 29.7、36.2K.s-で、 H群が有意 (p<

0.05)に高かった。飼料要求率は、それぞれ1.79、

1.5 2となり、 B群が高かった。

5) 代謝体重当りの総エネルギー摂取量は、い

ずれの週齢においてもH群が高かった。

6) エネルギー消化率およびエネルギ一代謝率

は、いずれの週齢においても B群が高かったが、

代謝体重当りの可消化エネルギー摂取量および代

謝エネルギー摂取量は、 7週齢を除きH群が高か

った。

7) 代謝体重当りの熱発生量は、いずれの週齢

においても、 H群が高かったが、直腸温度は、両

群ともほぼ同様であった。

8) 代謝体重当りのエネルギー蓄積量および代

謝エネルギー摂取量こ対するエネルギー蓄積量の

割合は、 3、5週齢においては両群ほぼ同様であ

ったが、 7週齢においては、 B群でそれぞれ 5

kJ/K〆ケday、0.43%であったのに対し、 H群
では一106 kJ /K~ ・ 7γday 、 -17.32%と大きく
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異なった。

4. 十二指腸リエントラントカニューレ装着子牛

を用いた飼料の消化管部位別利用性の予備

的検討

o小橿剛人・諸岡敏生・関根純二郎・大久保

正彦・朝日田康司(北大農)

谷口幸三(広島大生物生産)

目的 演者らは、飼料の dg価が離乳子牛の飼料

利用性に及ぼす影響についての一連の研究を行っ

ている(日本畜産学会第 73-77回大会、 1982

-1985、同北海道支部会第 40回大会、 1984)。

本報告では、飼料の消化管部位別利用性を解明す

るため、十二指腸リエントラントカニューレ装着

子牛を用い、十二指腸内容物の採取方法について

検討するとともに、dg価が低い蛋白質源の異なる

飼料を用いて子牛のN利用性について検討した。

方法 体重約 100 K~のホルスタイン種去勢子牛 5

頭に、 ALIYEV( 1982)の方法に従い十二指

腸リエントラントカニューレを装着した。手術後

の回復を待ち、十二指腸内容物採取及びN出納試

験を行った。採取期を 2期に分け、 I期では加熱

大豆粕、 E期ではコーングルテンミールを主な蛋

白質源とするスターターと細切乾草を 6: 4の割

合で混合した、 CP、DE含料の等しい飼料(HS

およびCG)を4K~/d 給与した。各期とも 10 日

以上の予備期の後、 3日間のN出納試験を行った。

十二指腸内容物の採取法は、 N出納試験時に 8時

間おきに 200msずつ採取するスポット法、およ

びN出納試験後に液送ポンプを用いて 24時関連

続的に採取する全量法としたo採取期間中、指示

物質として Cr-CWCを給飼時 (9:00、17:00)

に一定量給与した。十二指腸での内容物流量は、

スポット法では指示物質法で求め、全量法ではCr

の回収率によって補正した。糞排出量もCr回収率

で補正した。

結果 1) 供試子牛は手術後約 2週間で食欲を回

復し、内容物採取が可能となったが、カニューレ

の装着、固定方法に問題がみられた。

2) OMの十二指腸での流量は、全量法でHS、

CG とも1.7K~/d、スポット法でHS、CGとも1.5

K~/d となり、スポット法の方が少なかったが、飼

料聞に差はなかった。下部消化管でのOM消化量

は、全量法でHS0.6、CG0.7、スポット詰tでHS

0.4、、CG0.6K~/ dとなり、スポット法の方が少な

く、飼料聞にも差がみられた。

3) Nについては、スポット法ではHSの下部

消化管での消化量 (36g/d)が蓄積量(40g/ 

d)を下回った。 CGでも十二指腸での流量は、全

量法よりスポット法の方が少なかった。これらの

ことより、スポット法では十二指腸での内容物流

量が過小評価されると結論した。

4) N利用を全量法の値でみると、摂取量はHS
86、CG80g/d、十二指腸での流量はHS77、

CG85g/d、下部消化管での消化量はHS50、

CG60g/dであった。しかし蓄積量はHS40、

CG25f}/dであったので、吸収されてから利用

されうるNはHSの方が多く、 HSの生物価が高

いことが示唆された。

5. 子牛の混合飼料のエネルギー価に及ぼす粗飼

料・濃厚飼料割合の影響

o関根純二郎・花田正明1) 森田 茂 2)• 

諸岡敏生-近藤誠司・大久保正彦・朝日田

康司(北大農、1)現・根釧農試、 2)現・

酪農大)

目的 先に、子牛に対する飼料のエネルギー価に

ついて検討し、濃厚飼料給与レベルが、給与飼料

( ration)のエネルギー価に影響することを示唆

し、子牛用飼料のME価査定には、飼料構成につ

いての考慮が必要であることを提起した(日本畜

産学会北海道支部会第 36回大会、 1980)。本

報告は、延べ42回の代謝試験成績から子牛の混

合飼料における粗飼料割合と飼料のエネルギー価

の関係について検討した。

方法 組飼料と濃厚飼料の比が風乾物重量で 6: 

4および 4: 6の混合飼料制限給与下で、25週齢

(平均体重、 1 64K~) に、代謝試験およびフード

法による呼吸試験を実施した。供試子牛は、ホル

スタイン種去勢子牛28頭であった。供試飼料は、
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市販の濃厚飼料、オーチヤードグラス 1番刈およ

び2番刈乾草であり、給与水準は、日増体量0.75

K~の要求量 (NRC 、 1 978 )とした。 供試子牛

の半数を用いて、さらに 27週齢時に、先に用い

た l番刈および 2番刈乾草を自由採食させ、 25週

齢と同様に代謝および呼吸試験を実施した。飼料

のNE価推定には、別に 25週齢で実施した絶食
および維持レベルの試験の成績を用L、た。

結果 1) RationのGE価は、 18MJ/K~DM 

程度であった。 DE価 (MJ/K~DM) は、 l 番刈

および 2番刈乾草飼料ともほぼ同じであり、乾草

割合(H )の増加とともに直線的に減少した。 H

とDE価との聞には、 DE = 1 5.3 8 -6.1 1 H、(r
=ー0.919栄夫 se=士0.10)なる回帰式が得ら

れた。

2) RationのME価(MJ/K~DM) は、DE価

と同様に、 1番刈および 2番刈乾草飼料ともほぼ

同じであった。 ME価においても、Ration中の

乾草割合の増加とともに直線的に減少し、 ME=

1 3.1 4 -5.3 8 H、(r =ー0.867来九e=士0，15) 
なる関係にあった。

3) NE価(MJ/K~DM) は、 2 番刈乾草飼料

でやや高くなる傾向を示したものの、有意ではな

かったo NE価は、乾草割合の減少とともに曲線
的に増加した。両者の関係は、 NE= 2.15十6.75
e-H、(r= 0.642 来う~ se =:t 0.25)で、あったo
4) 絶食時および維持時の熱産生量を推定し、

これにより維持および、発育のためのNE価 (NEm

およびNE9.)を推定したo NE9は、乾草割合と

ともに曲線的に変化したが、 NEmは、 直線的に

変化したoNE価の乾草割合に対する応答は、NE
Pのそれに起因すると推察した。

5) Ration のエネルギー価を日本標準飼料成

分表 (1980)にもとづく計算値と比較すると、

計算値より実測値が低くなり、成牛の成績により

定めた成分表の値をそのまま子牛用飼料に適用し

得ないと推察した。

6. とうもろこしサイレージを主体とする混合飼

料のめん羊と乳牛による消化率の比較

o出岡謙太郎-伊東季春・岡本全弘・原 悟

志(新得畜試)

目的 乳牛に混合飼料を給与する場合、混合飼料

の栄養価は、各原料飼料の栄養価と混合割合から

算出されるo 通常、飼料の栄養価はめん羊を用い

Tたこ消化試験で

よつては、消化率が乳牛と異なることがある。ま

た、供試畜種が同一でも、各飼料を単一に給与し

て得られた値から算出した混合飼料の栄養価と、

実際に混合飼料を給与して得た栄養価とが異なる

ことも想定される。そこで、めん羊と乳牛に、混

合飼料および混合飼料の各原料飼料を給与し、各

飼料の消化率のめん羊と乳牛による比較、ならび

に、混合飼料の栄養価の実測値と算出値の比較を

行なった。

方法 供試飼料は、とうもろこしサイレージ(品

種ワセミノリ、黄熟期)、乾草(チモシー主体 1

番草、出穂揃期)、配合飼料、大豆粕、および、

これらとミネラル・ビタミン剤を乾物でそれぞれ

50:22:22:5:1の割合で混合した飼料で、あるo

めん羊(サフォーク去勢雄めん羊、平均体重 85

K~ )と乳牛(ホルスタイン乾掴牛、平均体重667

K~ )各 4頭に各飼料をそれぞれ給与し、予備期8

日間、本期6日間の全糞採取法で消化試験を行な

った。飼料の乾物給与量は、めん羊では体重の1.3

-1.4%、乳牛では1.0- 1.1 %とした。とうもろ

こしサイレージ、乾草、混合飼料は単一で給与し

たが、配合飼料と大豆粕は、基礎飼料として乾草

を70%併給した際の、消化率と乾草の消化率より、

それぞれの消化率を算出した。

結果 とうもろこしサイレージでは、組蛋白質、

粗繊維の消化率およびDCP含量で乳牛がめん羊

より有意に高かった。乾草では、粗脂肪消化率で

めん羊が有意に高かった。配合飼料では、粗蛋白

質、組脂肪の消化率で、また、大豆粕では、粗蛋

白質、粗脂肪の消化率およびDCP含量でそれぞ

れ乳牛が有意に高かった。混合飼料では、乾物、

組脂肪、組繊維の消化率およびTDN含量で乳牛

が有意に高かったO 本混合飼料では、めん羊で得
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られたTDN含量を乳牛に適用すると過少評価と

なることが示された。

めん羊による混合飼料の栄養価の実測値と計算

値は、 DCP含量ではそれぞれ8.2、8.7%、TDN

含量では 71.4、68.2%で、 DCP含量の実測値と

計算値の差は有意であった。乳牛では、 DCP含

量はそれぞれ 8.5、9.2%、TDN含量は 73.3、71.6

%であり、 DCP、TDNともその差は有意であ

った。両畜種とも、実測値は計算値よりも DCP

含量では低く、 TDN含量は高い傾向にあった。

本混合飼料では、単一給与で得られた値で、混合飼

料の栄養価を計算すると、 DCP含量は過大評価、

TDN含量は過少評価となることが示された。

今後、種々の原料飼料、混合割合、摂取量につ

いてこれらの関係を検討する必要がある。

7. サイレージに対する濃厚飼料補給が反謁胃内

でのNおよびDMの分解に及ぼす影響

o劉建新・関根純二郎・大久保正彦・朝日

田康司(北大農)

目的 演者らはめん羊を用いて牧草サイレージ

(GS)およびコーンサイレージ(CS )の消引浮

とN利用に及ぼす濃厚飼料補給の影響を検討し、

GS'CSとも濃厚飼料補給により養分消化率お

よびN利用効率が向上することを明らかtこした(日

本畜産学会北海道支部第40回大会、 1984)。

今回はサイレージに対する濃厚飼料補給の影響を

反錦胃内でのNとDMの分解から検討した。

方法 ルーメンカニューレを装着した 2頭の去勢

子牛(平均体重 85 K~) を用い、 ナイロンパッグ

法により反拐胃内におけるNおよびDMの分解を

測定した。測定用の試料はGS、CSおよびそれら

に大豆粕(GS-SBM、CS-SBM)およびコー

ングルテンミール CGS-CGM、CS-CGM)を

含む濃厚飼料を添加したものであり、サイレージ

と濃厚飼料の割合は前回の試験と同様であった。

子牛には市販配合飼料と細切乾草を 6 : 4の割合

で混合した飼料を 1日当たり 2.5K~/頭給与した。

結果 1) ナイロンパッグからのNおよびDM消

失率は 3時間でそれぞれGS60、25;GS-SBM 

42、39;GS-CGM 36、42;CS59、46.; 

CS-SBM 51、51; C S -CG M 42、46%であ

り、 24時間ではそれぞれGS72、40;GS-

SBM 70、52;GS-CGM53、53;CS63、

58;CS-SBM72、65 ; C S -CG M 5 2、61%で

あった。サイレージのみの場合、同一時間のNお

よびDM消失率に差がみられたが、濃厚飼料補給

により、より一致する傾向を示した。

2) 通過速度を考慮して算出した蛋白質の有効

分解度はそれぞれGS70、GS-SBM66、GS-

CGM 49、CS64、CS-SBM68、CS-CGM 

51 %となり、 GS、CSとも SBM補給時の分解

度は無補給とほぼ同じであったが、 CGM補給に

より大幅に減少した。 DMの分解度はそれぞれsS

39、GS-SBM 5 2、GS-CGM51、CS56、

CS -SBM 63、CS-CGM 59 %となり、 GS、

CSとも補給源と関係なく、濃厚飼料補給により

増加した。

3) 反拐胃内微生物へのN供給およびエネルギ

ー供給の指標として、 DM分解量から算出した.oM

分解量CADOM)に対するN分解量の比率を求め

たところ、 GS、GS-SBM、GS-CGM、CS、CS

-SBMおよびCS-CGMでそれぞれ 41、36、28、

i8、28および 23g. /K~であった。無補給時の
N供給とエネルギー供給の比率は微生物体N合成

効率の基準値C3 0 g. N/K~ADOM 、 ARC、 1980)

と大きく異なった。一方、濃厚飼料補給により、

N供給とエネルギー供給の不均衡が是正された。

8. 未乾燥もみサイレージ調製時における破砕お

よびアルカリ処理効果の検討

o原 倍志・伊東季春・岡本全弘・出岡謙太

郎(新得畜試)・坂東 健(根釧農試)

目的 稲の飼料利用のー形態として未乾燥もみの

サイレージ利用があるが、これの利用に際しては、

サイレージの保存性および未消化子実の排、准が問

題となる。そこで、本サイレージの利用率向上を

図る方法として、破砕処理およびアルカリ処理の

効果について検討したので、報告するo

方法熟米率70%で収穫したもみを、翌日、 l

q
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m
3容のパッグサイロを用いて 4種のサイレージを

調製した。即ち、未処理、破砕(破砕割合62%)、

NaOH添加(3.3 %).およひ、NH3添加 (3.2%)であ

るo 消化試験は、去勢雄めん羊および乾澗牛を各

々4頭づっ用い、同量の乾草を併給し、 4X4ラ

テン方格により実施した。

結果 1) サイレージの品質および一般成分

未処理および破砕処理では甘い芳香臭が感じら

れカピはみられなかったが、 NaOH処理では黄褐

色を呈し、部分的にカピの発生がみられた。 NH3
処理は暗褐色を呈し強いアンモニア臭が感じられ

た。未処理、破砕処理、 NaOH添加およびNH3添

加サイレージのpHは各 5.82、5.53、9.63および

1 0.26であった。 NFE含量の若干の低下および

添加処理に伴なう成分の変動の他には、各処理と

も成分の変動はみられなかった。

2) サイレージの保存性

約 18
0

Cの恒温室内に放置して検討した結果、

未処理、破砕処理およひ、NaOH添加で、は、各々 9

日、 2日および 10日後からサイレージ温度が上

昇するとともに異臭およびカピの発生がみられた

が、 NH3処理では 30日以上放置しでも変化は

みられなかった。

3) 消化率および栄養価

めん羊で、はNH3添加により有機物消化率およ

びDCP含量の向上が認められたが;他の処理で

は効果はみられなかった。未処理、破砕処理、Na

OH添加およびNH3添加サイレージのTDN含量

( %)は各々 70.5、71.3、69.2および 74.2であ

り糞中排世子実割合(%)は、各々 5.9，4ム 8.1、

9.3であった。牛では破砕処理により粗繊維を除

く各成分の消化率が向上する傾向がみられたが.

アルカリ処理で、はNH3添加でDCP含量の向上

傾向がみられた以外は、逆に未消化子実の増加お

よび各消化率の低下の傾向がみられた。未処理、

破砕処理、 NaOH添加およびNH3添加サイレー

ジのTDN含量(%)は、 59.5，6 1.9、53.4およ

び 57.9であり糞中排世子実割合(%)は、 25.1、

1 9.1、36.7および 30.7であった。また、牛はめ

ん羊に比べて各処理とも未消化子実の排、准が多く、

全処理平均のTDN含量は、めん羊71%に対し

牛では 58%と低かった。

9. 高泌乳牛のとうもろこしサイレージ主体混合

飼料・自由採食飼養法に関する試験

2. 粗飼料と濃厚飼料の比率が泌乳後期の飼料

摂取量、乳量、体重などに及ぼす影響

0坂東健来・出岡謙太郎・原悟志・森

清一・南橋 昭(新得畜試、米現在釧根農

試)

目的前報において、高泌乳牛の泌乳前期に給与

するとうもろこしサイレージ主体混合飼料の粗蛋

白質含量は 16%程度、粗飼料と濃厚飼料の乾物

比率は 65:35程度が適当であることを報告した。

今回、組飼料と濃厚飼料の比率が泌乳後期の飼料

摂取量、乳量、体重などに及ぼす影響について検

討したので、その結果を報告する。

方法混合飼料の組飼料と濃厚飼料の比率を乾物

で65:35、80: 20及び 90:10の3処理とした。

粗飼料構成は乾物で、とうもろこしサイレージ 2

:乾草1とし、これに濃厚飼料として大豆粕、圧

べんとうもろこし、アルフアルファベレット、

ネラル剤として炭酸カルシウム、 リン酸3石灰、

食塩、微量ミネラル剤、ビタミン剤としてA.D

.E剤を供試し、全量を混合したのち、残食が給

与量の 5-10%程度出るように調節して給与した。

供試牛は 21頭で、前報の泌乳前期の試験から

継続して本試験に供用した。 65:35区には泌乳

前期に 50:50区に供試した 4頭、 80:20区に

は同様に 50:50、65:35及び 80:20区に供

試した 10頭、 90:1 0区には同様に 65: 35及

び80:20区に供試した 7頭を割当て、分娩後、

155日目から 154日間試験を実施した。

結果 混合飼料の乾物率及びTDNと組繊維含量

(乾物中)は 65:35区47.7、71.2、18.2%、

80: 20区 41.3、68.3、21.1%、 90:10区36.8、

66.3、23.1%であり、その他の成分では各処理と

も、粗蛋白質 13%，、 Ca0.6 %、 P0.45 %、 MgO.l5

%、食塩0.46%、ビタミンA(添加)3IU/DMU

と同程度の含量であったo

乾物摂取日量は 65:35区、 80:20区及び 90

: 1 0区で、それぞれ 18.3、18.2、 1 7.9 K~で、あり、

その体重に対する割合は 2.63、2.67、2.58%で
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あった。粗蛋白質の充足率はNRC標準比で 93、

96、97%、DCPでは日本標準比で 11 9、124、

122%、TDNでは日本標準比で 100、99、97

%であった。

4%FCM日量は 65:35区、 80:20区及び

90 : 1 0区で、それぞれ 23.6、22.6、20. 8K~で、あ

れ濃厚飼料の割合が高まると乳量が増加する傾

向があったが有意差で、なかった。乳組成は、脂肪

率 3.99、4.22，4.21%、SNF率 8.79、8.82、

8.74% といずれも良好であったo また、 ~~L後期

における増体量は、それぞれ 1、34、27KI1で、

過肥は認められなかった。

以上、とうもろこしサイレージ主体混合飼料で

は粗飼料と濃厚飼料の比率を泌乳後期に 80:20 

程度にしても高泌乳を達成できるo

10.牛乳生産における粗飼料利用と生産効率

一冬期舎飼期における自給粗飼料多給による

乳生産の検討ー

0中辻浩喜・田中 進・近藤誠司・関根純二

郎・大久保正彦・朝日田康司(北大農)

目的 演者らは 1984年度より、組飼料の効率的

利用を基盤とした、自給粗飼料多給による高泌乳

牛の飼養方式確立に向けての研究に着手した。こ

れまで、夏期の集約的なストリップ放牧により、

乾物-エネルギーの消化率および乳生産のエネル

ギー組効率 (GEE)を低下させることなく、粗

飼料からの養分摂取割合を高めることができた(日

本畜産学会第 77回大会、 1985)。本報告では、

引き続き、冬期舎飼期における自給組飼料多給が、

乳生産およひ、乳生産効率におよぼす影響について

検討したo

方法 北海道大学農場のホルスタイン種乳牛27 

頭を供試し、うち 13頭を自給組飼料多給群(R 

群)、14頭を自給粗飼料中給群(C群)とした。

給与組飼料は、 R群では、コーンサイレージ、グ

ラスサイレージ、乾草、 GSPで、サイレージは

原物比で、コーン:グラス=3 : 1で混合し、体

重に応じて 1日当り 36-44KI1給与した。 C群で

サイレージは、体重に応じて 21-2 9KI1給与した。

全組飼料からのTDN給与基準は、 R群で維持+

乳量15KI1生産必要量、 C群で維持+乳量10KI1生

産必要量とした(日本飼養標準、 1974年)。濃

厚飼料の給与基準は、乳期による増減も加味して、

R群、 C群でそれぞれに設定した。 試験期聞は

1984年 11月1日から 1985年 4月31日まで

の6か月間であった。この問、 3月中旬にR群、

C群からそれぞれ 4頭、計8頭を用いて消化試験

を行ない、代謝エネルギー (ME)摂取量を推定

し、 GEEを算出した。

結果 1) 試験期聞を通じての総乾物摂取量中に

占める組飼料からの乾物摂取量の割合は、 R群、

78.8 %、 C群、 72.59らであった。全飼料からの

乾物摂取量の体重比は、 R群、 2.84%、C群、

2.97%とC群が高かったが、粗飼料からの乾物摂

取量は、 R群、 2.24%、C群、 2.15%とR群が

高かった。

2)試験期間を通じての 1日1頭当りの平均乳

量および平均FCM量は、 R群でそれぞれ、 19.9、

1 9.1 KI1、C群で21.9、21.5KI1とC群が高かった

が、摂取濃厚飼料乾物 1KI1当りの量に換算すると、

R群、 5.04、4.83KI1、C群、 3.97、3.90KI1とR

群が高かった。

3) 乾物およびエネルギーの消化率は、 R群で

それぞれ、 57.8、58.8%、C群で 60.9、61.6%

とほぼ等しかった。給与飼料のME含量はR群、

9.3、C群、 9.7MJ/KI1DMであった。

4) GEEは、 R群、 34.7%、C群、 35.0% 

とほぼ等しかった。

5) R群について夏期の結果と比較すると、乾

物摂取量、消化率は、ほぼ等しかったが、乳生産

量、 GEEは、冬期舎飼期で高かった。

11.乳量の季節による変動と給与粗飼料との関係

について

清水真人・柏村文郎・新出陽三(帯畜大). 

o青谷宏昭・須田孝雄・佐藤文俊(十勝農協

連)・大越誠(本別農協)

は、コーンサイレージ、乾草、 GSPで、コーン 目的 乳量が季節によって変動することは良く知
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られてしる。この変動は分娩頭数の季節による変 12.ホルスタイン種育成牛の飼料利用性および第

動、気温や日長時間の季節による変化、および給 一胃内容液性状におよぼすサリノマイシン投与

与飼料の構成、量、あるいは質の季節による変動

などによって生じるものと思われるO そこで、農

家の乳牛管理伎術と密接な関連をもっ給与粗飼料

と乳量の季節による変動との関係について調査を

行った。

方法 1) 本別町の酪農家から 20戸を抽出した。

抽出に当っては、刃平均搾乳頭数が 16頭以下の

農家、搾乳牛の年間の平均乳量が 20Kg-以下の農

家、さらに分娩頭数が季節によって著しく偏りの

ある農家などは対象から除いた。

2) 乳量および飼料は昭和58年 4月から昭和

59年 11月までの 20カ月にわたって調査を行っ

た。乳量は牛群検定記録台帳、給与飼料は十勝農

協連の飼料分析診断事業の記録を用いた。また、

昭和59年度においては 3度農家を訪門し、飼養

管理技術を調査した。

結果 1) 調査農家 20戸における 58年度の日

乳量の平均は 22.3Kg-であり、搾乳牛の平均頭数は

22.8頭であった。

2) 乳量は泌乳段階によって著しく異なる。し

たがって、季節による乳量の変動は、季節による

各農家の牛群の泌乳段階の違いに大きな影響を受

ける。この影響を除くために、本別町の経産牛

6.363乳期の乳量記録を除いて、本別町牛群の標

準泌乳曲線をWoodの式を用いて算出した。 この

式に各月の各牛の分娩後日数を代入して、各農家

の各暦月の標準推定乳量を算出した。

3) この標準推定乳量と実乳量の変化とを比較

した結果、昭和 58年度の本別町、では実乳量が7

月-11月間で著しく標準推定乳量より減少して

いた。しかし、昭和 59年度では、その減少が 7

月ー 8月に認められたが、 9月には乳量が回復し

ていた。

めこのような実乳量の減少は主として、コー

ンサイレージの給与中断と給与量の減少によるも

のであった。また、粗飼料の質の変化と実乳量の

変化との聞にも関連性が認められた。

5) 標準推定乳量を用いて、各農家の各月ごと

の乳量の変動を調べることは農家の飼養管理技術

の良否を持てるのに有効な方法と考えられる。

の影響

。須田久也・川越茂生・日高智-左 久・

岡田光男(帯畜大)

目的 ポリエーテル系抗生物質で、あるサリノマイ

シン(S L )をホルスタイン種育成牛に投与し、

SL投与が育成牛における飼料利用性および第一

胃内容液性状におよぼす影響を検討する。

方法 約 4カ月齢のホルスタイン種雄仔牛 12頭

(平均体重162Kg-)を供試し、 4頭ずつ3区に分

け、 SL無添加の配合飼料給与区(対照区)、対

照区と同種の配合飼料にSL 30 ppmを添加給与

した区(S L 30区)および対照区と SL30区の

配合飼料を等量混合給与した区(S L 15区)と

した。また、各牛には、チモシ←主体の細切混播

牧草をあわせて給与した。試験期聞は、昭和 59

年8月 1日から 11月1日までの 3カ月間とし、

TDN摂取量、飲水量、増体量、第一胃内VFA

濃度、Nfu-N濃度および乳酸濃度を測定し、TD

N摂取量と増体量からTDN要求量を算出した。

結果 1) 全期間の増体量は、各区の間で、有意な

差はみられず、各区の平均値はそれぞれ対照区

1 1 2.4 K~ 、 S L 15区 11 2.0 K~ および S L 30区

1 1 8.8 K~で、あった。

2) TDN摂取量は、試験開始 2カ月間SL30 

区が対照区より有意に少なく、全期間のTDN摂

取量においても対照区 359.9 K~ 、 S L 3 0区337.6

K~ と S L 30区が対照区より有意に少ない値を示

し!た(P < 0.5 )。
3) 全期間のTDN要求量は、 SL30区(2.9K~)

が対照区(3.2 K~) より有意に少なかった(P<0.5)。

4) 飲水量は各区の聞に有意な差はなかったが、

SL30区が対照区より少ない傾向を示した。

5) 第一胃内プロピオン酸濃度は、試験開始後

1カ月目に SL投与区が対照区よりも高い傾向を

示した。 A/P比はSL投与区が対照区より低い

傾向を示した。

6) 第一胃内NH3-N濃度および乳酸濃度には

各区の間で、有意な差はなかった。

以上のことから 4カ月齢から 7カ月齢における
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ホルスタイン種育成牛に対する SL投与は、増体

に影響をおよぼさないが、飼料の摂取量を減少さ

せ、その結果として飼料効率を改善することが認

められたo

13.乳牛及びめん羊における第一胃内細菌の硝酸

塩還元酵素の活性

o桝田靖憲-高橋潤ー・藤田裕(帯畜大)

目的硝酸塩の過剰摂取によって生じる亜硝酸塩

の第一胃内蓄積を制御する目的で、硝酸塩の第一

胃内還元に関与する要因について一連の試験を実

施している。本実験では、第一胃内細菌の硝酸塩

還元酵素の性質を明らかにするための基礎段階と

して、乳牛及びめん羊の第一胃液より抽出した酵

素について活性値の測定を試みた。

方法 1) 粗酵素液の調製

第一胃フィステルを装着したホルスタイン種乾

乳牛 2頭とサフォークダウン種(2頭)及びコリ

テール種(1頭)めん羊より第一胃液を採取し、

以下の通りそれぞれの粗酵素液の調製を行った。

すなわち、第一胃液 500msを4重ガーゼでろ過

し、次に、ろ液を 30
0

C、 140Gで 1分間、遠心

分離を行った。さらに、その上澄液を、30
0

C、20.000

Gで 10分間、遠心分離を行い、得られた沈殿物

をあらかじめ 38
0

CでC02通気を行った 0.05Mリ

ン酸緩衝液(pH6.5 ) 1 OOms中に懸濁し、300C、

20.000Gで 10分間、遠心分離を行った。 この

操作を再度繰り返し、沈殿物を 0.2Mピロリ斗駿緩

法で測定し、比活性値を算出した。

結果 1)超音波処理による第一胃内細菌細胞の

破砕の程度をグラム染色後に検鏡を行った結果、

かなりの程度の細胞破砕が認められ抽出した粗酵

素液中に高濃度のタンパク質が確認された。

2) 上記の方法で調製した組酵素液によって、

NADPH濃度の分光光学的測定が可能で、あり、高

い第一胃内細菌の硝酸塩還元酵素活性が認められ

Tこ0

3) 乳牛とめん羊の第一胃内細菌の硝酸塩還元

酵素の比活性値(1 uni t = L1nmol NADPH /min 

/mgprotein)算出した結果、乳牛では平均 3.10 

unitを示し、一方、めん羊では平均 5.22uni tの

活性値が示された。

14.乳牛の第一胃内E硝酸塩蓄積及びメ卜ヘモグ

ロビン形成に及ぼすタングステン酸塩投与の影

o安藤 貞-高橋潤一-桝田靖憲・家常直輝・

山口勝成・藤田裕(帯畜大)

目的 モリブデン含有酵素である硝酸塩還元酵素

の活性は、そりプデンと同族元素であるタン

グステンによって阻害されることが Tabaco

1豆、 E.旦1i等の高等植物及び微生物について
報告されている。一方めん羊の第一胃内硝酸塩還

元活性に対しでもタングステンは効果的に抑制す

る作用を示すことが invivo及び invi troで明

らかにされているo 本研究は、主に乳牛の第一胃

衝液(pH7.0 ) 10ms中に懸濁した。細胞の破砕 r 内における硝酸塩還元に対するタングステンの影

は氷冷しながら、 5分間の超音波処理(28KHz 響を検討した。さらに、硝酸塩の挙動と関連する

/ sec. )により行った。処理液を4oc、20.000 第一胃内液及び血液性状の生理的諸元に及ぼすタ
Gで 10分間、遠心分離し、その上澄液を組酵素 ングステンの影響についても検討を加えた。

液とした。 方法 第一胃フィステル装着ホルスタイン種乾乳

2) 酵素活性の測定 牛2頭を用い、アルフアルファへイキュープ(乾

酵素活性の測定は、 Neurospora crassaについ 物 50g /K[，o・7γ日)給与条件下で硝酸塩投与区
て報告されているNason& Evans ( 1 953 )の方 (N03区)及び硝酸塩+タングステン酸塩投与区

法を一部改変し、 NADPH濃度の減少速度を分 (N03"+W)区と無投与の対照区(C区)を設定

光光学的 (GILFORD自動吸光度額回章誼 2600 し、それぞれ2頭宛供試した。試験は 1期 14日

使用)に測定した。組酵素液中のタンパク質濃度 間とし、 17士2
0

C、60%RHの調節環境下で硝

は、乳牛血清Tーグロプリンを基準にして、Lowry 酸塩及びタングステン酸塩の投与試験を実施した。

月

t
q
L
 



硝酸塩の投与量はNaN03と1して1.19 /K~o・7γ日

とし、タングステン酸塩は (NH")16 W12 041・5

H20として 8.52mr; /K~ 0.7γ日の投与量を水溶液
で午前 (8:00)と午後 (18:00)の飼料給与30

分後に第一胃フィステルより分与した。第一胃液

は各試験期の最終日に採取し、硝酸塩の還元量及

び、亜硝酸塩の蓄積量について経時的測定を行った。

また、 pH 、アンモニア態N及びVFAの変イUこつ

いても処理聞の比較を行った。さらに、尾静脈穿

刺により採血を行い、硝酸塩及びタングステン酸

塩投与1.5時間後ιおけるメトヘモグロビン形成

割合及び血築中の硝酸態N、亜硝酸態N、jJーカ
ロチン及びビタミンA含量の測定を行った。

結果 1) 硝酸塩還元活性に対するタングステン

の顕著な抑制の傾向が示され、その結果、亜硝酸

態Nもタングステン酸塩投与により低下の傾向が

示された。

2) 総VFA濃度については処理問差は認めら

れなかった。しかし、 VFAモル比に関しては、

NO;区の方がC区より高い酢酸比率を示し、逆に、

プロピリオン酸及び酪酸比率は低い傾向が示され

た。タングステン酸塩の投与はVFAモル比に対す

る硝酸塩投与の効果を若干抑制する傾向カ、よみられ

た。第一胃液pHはN03区でC区より高い値を示

したが、タングズテン酸塩の投与による影響は認

められなかった。アンモニア態N濃度は、 NOa区

の方がC区より投与後高い値で推移する傾向を示

し、 NOa+Wでは、さらに濃度の上昇がみられた。

3) 血援中の硝酸態NはNOa区より NOa+W

区の方が若干高い値を示したが、亜硝酸態Nはい

第一会場午後の部

15.反すう家畜の制限給与時における消化率推定

指示物質Acid -Inso lub le Ashの評価

西埜進・東洋生(酪農大). 0真鍋照彦

(十勝中部地区農業改良普及所)

目的 反すう家畜における消化率の測定は全糞採

取法か指示物質法のいずれかで行われてしる。指

示物質法は、消化率を飼料中と糞中の指示物質濃

度比で測定する簡便な方法であるが、指示物質の

定量法に問題が多いため、あまり普及していなし、。

しかし、近年は、内部指示物質に分析方法が比較

的容易なAcid-Insoluble Ash (AIA)が用い

られるようになってきた。そこで、演者らは、部

分糞によるAIA法の乾物消化率を全糞採取法の

それに比較した。

方法 供試動物にコリデール種去勢羊4頭用いて、

下記飼料の消化試験を連続 4回行った。供試飼料

は、イネ科乾草 1番刈単用の飼料一 l、同乾草 2

番刈単用の飼料-3 (乾草単用時)、また各乾草

の半量の圧ぺんとうもろこしで、置換えた飼料-2 

および飼料ー 4(乾草併用時)とした。試験は、

本期間の始めに部分糞AIA含量の日内変動を調

べ、続いて本期の部分糞を毎日定刻に採取じて、

部分糞AIA法による消化率を求めて、全糞採取

法のそれと比較を行った。 AIA含量は 2N一塩

酸処理法で測定した。

結果 飼料中AIA含量は、乾草 l番刈の方が同

2番刈よりも少なく、さらに圧べんとうもろこし

ずれの処理区においても検知されなかったO しか は乾草に比べると極めて少なかった。部分糞AIA

し、 NOa区のメトヘモグロビン形成割合は10%に 含量は、各飼料毎の日内変動が極めて小さく、こ

達した。一方、 NOa+W区では2%のメトへそグ の変動係数は1.2-4.9%であった。したがって、

ロビン形成にとどまった。また、血築中のjJ-ヵ 一部の排世糞から部分糞を任意に採取しでも、糞
ロチン含量はNOa区で比較的低い傾向が示された。 採取に伴う誤差が消化率推定の精度にあまり影響

しかし、タングステン酸塩投与による影響は認め しないことがわかった。 AIA回収率は、飼料1: 

られなかった。血築中ビタミンA含量には処理間 98 %、飼料2:105%、飼料3:101%、飼料4

差は示されなかった。:97%、平均 1009らであったoAIA摂取量は、

各飼料毎に大きな差はあったが、 AIA回収率と

の聞に特定の関係はなかった。乾物消化率は、部

分糞AIA法の方が全糞採取法に比べていずれの

飼料でも低く、乾草単用時における両法の差は有
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意であったが、乾草併用時の両法聞には統計的な

有意差は認められなかった。しかし、飼料中AIA

含量と部分糞AIA含量、さらに部分糞AIA法と

全糞採取法による乾物消化率の聞に有意な正の相

関が認められた。そこで、飼料中AIA含量と部

分糞AIA含量を独立変数、全糞採取法の乾物消

化率を従属変数に選択して重回帰分析を行った。

乾物消化率に対する飼料中および部分糞AIA含量

の寄与率は 97%で、飼料中AIA含量が増加す

ると乾物消化率は低くなり、部分糞AIA含量が

増加すると乾物消化率は高くなった。次いで重回

帰式による計算値と上記の実測値が一致している

ことを確認した。以上のことから、AIAは制限給

与時の消化率推定指示物質として利用できるもの

と考えられた。

16.アルフアルファの生育日数と栄養価および自

由採食量との関係

石栗敏機(中央農試)

目的 アルフアルファの生育日数と化学組成、消

化率、栄養価および自由採食量との関係を検討し、

適切な刈取時期を明らかにした。

方法 アルフアルファ(サラナック)は滝川畜産

試験場の洪積疑似グライ土の圃場を用L、1975年

5月に単播で造成した草地を 10年間継続して供

試した。造成年は基肥として 10a当たり、堆肥 l

t、炭カル 300K9-、年間N2K9-、 P20517K9-、

K 20 17 K9-、 2年目以降は早春に炭カノレ100K9-、年

間P20515 K9-、 K2012K9-を施用した。牧草刈取

りはレシプロモーアを用いて行い、直ちにoOCで
保存し、去勢めん羊 5ないし6頭に、残飼が常に

1 0から 15%でるように給与して消化試験を行

った。自由採食量は本期 1日l頭当たりの平均乾

物摂取量をメタボリッグ・ボディ・サイズ当たり

9で表示した。

結果 1番草では他の番草と比較して生育に伴う

化学成分(乾物、粗蛋白質、組脂肪、炭水化物、

CW、ADF、セルロース、 ADL)、消化率(乾

物、粗蛋白質、粗脂肪、炭水化物、残余炭水化物、

CW、CC)および栄養価(DCP、TDN、可消化

エネルギー)の変化が大きいことがわかったo 4 

月 30日から刈取りまでの日数 (X)とDCP、TDN、

推定正味エネルギー (ENElact)との聞には有

意な相関係数と次の回帰式を得た。DCP%=26.4 

-0.21 X、TDN%=84.2-0.4 6X、ENEKcal= 

2.1 1 -0.0 1 5 X しかし、生育日数と自由採食量

との聞には有意な相闘がなかった。

2番草ではTDNおよび可消化エネルギー含量

が低く、 TDN7 0%以上の牧草の収穫は難しいこ

とがわかった。 2番草の生育日数 (X:刈取間隔)

と自由採食量 (V1 )との聞には強い負の相関が

あり r=ー 0.71来来 VIg/K9-o・75=127-1.2X

の回帰式が得られ、他の番草に比較して急速に低

下した。

3番草ではCWは34から40%の範囲と低いが、

その消化率も 40%台のものが大部分で低いこと

がわかった。しかし、可消化CCとDCP含量ま2

番草より高かった。

3、4番草では生育に伴う栄養価の低下がゆる

やかで生育日数と乾物消化率との聞には変曲点が

53日前後の上に凸な 2次回帰式が得られた。

DCPおよびTDNの年平均は年間 3回刈取りで、

それぞれ、 15.58 %、 4回刈取りで、それぞれ、

18.62%で、草地が経年化しでもこれらの値はあ

まり変らないことがわかった。

年間 3回刈取りでも栄養価、自由採食量には年

間4回刈取りと大差はなく、 1番草を 6月下旬、

2番草を8月上旬、 3番草を 10月中旬に刈取る

方法が適当と考えた。

17.微量元素の土壌ー植物一家畜系における生物

濃縮について

o宮本 進・宮谷内留行、早坂貴代史・片山

雅弘・小川和夫(北海道農試)

目的 家畜の摂取する牧草、飼料作物中の微量元

素は、土壌の生成要因などにより影響をうけるが、

それらの飼料を給与される家畜および畜産物への

影響等については不明の点が多L、。本研究は、家
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畜(めん羊)を用いた試験および蛇紋岩土壌地帯 分は、糞を通じて体外に排出され、耕地に還元さ

での実態調査などを通じて、土壌一植物一家畜系 れることが想定された。なお、 Mn、Znについて

における徴量元素の生物濃縮および連鎖、循環に も概ね同様の結果が得られた。

ついての基礎資料を得ることを目的として行なっ

た。

方法 めん羊を供試し、マンカ'ン(Mn)、亜鉛(Zn)

を投与し、それらの被毛への移行、臓器における

蓄積、糞への排出などを検討した。 Mnについて

は、めん羊6頭を供試し、 Mn添加区は、対照区

の約 8.5倍のMnを摂取した(約 1ヶ月間)。また、

Znについては、めん羊8頭を供試し、 Zn添加

区は、対照区の約 15倍のZnを摂取した(約 1ヶ

月間)。試料中のMnおよびZnの分析は放射化

分析法、原子吸光分析法によった。

実態調査として、微量元素含量に特徴のある蛇

紋岩土壌地帯(幌延町ほか)、火山灰地帯(根釧

地域)における乳牛の被毛、糞尿、牛乳、給与飼

料(牧草、濃厚飼料など)、飲料水および土壌な

どの試料を採取し、各試料中の微量元素を原子吸

光分析法により分析し、土壌ー植物一家畜系にお

ける微量元素(Ni、Mn...Znなど)の生物濃縮お

よび連鎖、循環を検討した。

結果 めん羊を供試した試験の結果、 Mn添加区

では、飼料・へのMn添加を反映して、被毛中のMn

濃度は高くなり、臓器(肝臓、腎臓など)では対

照区の1.4-2.1倍の水準に増加した。なお、糞の

Mn濃度は対照区の約 7倍の水準となり、摂取し

たMnの大部分が排出された。 Zn添加区では、

被毛中のZn濃度は、対照、区とほぼ同程度で、臓

器では腎臓で若干高くなった。糞のZn濃度は対

照区の 14.7倍の水準となり、摂取したZnのほと

んどが排出された。

実態調査の結果、蛇紋岩地帯では土壌中の微量

元素濃度は、ニッケル (Ni) -1，4 29ppm Jロム

(Cr)、コバルト (C0)などが他土壌にくらべ高

かった。牧草ではNi-31.9 ppmとCoが高かっ

た。なお、乳牛の被毛、牛乳、濃厚飼料にはNi

はほとんど検出されなかったが、糞では64.5ppm 

と牧草の約2倍に濃縮された。

これらのデータから、 Niについて土壌ー植物

一家畜系における循環収支を計算した結果、土壌

ー牧草などを通じて家畜に摂取されたNiの大部

18.黒毛和種去勢牛枝肉脂肪組織の成長と生体お

よび枝肉測尺値からの枝肉脂肪量の推定

。日高智-吉田浩・岡田光男(帯畜大)

目的 黒毛和種去勢牛において、枝肉重の増加と

蓄積部位別脂肪の分配との関係を明らかにすると

ともに、生体および枝肉測尺値から枝肉脂肪量を

推定する指標を得る。

方法 24-27カ月齢の黒毛和種肥育去勢牛 11 

頭(平均体重 540Kけをと殺、解体し、得られた

枝肉の左二分体の皮下脂肪厚測定後、 9部分肉に

分割、秤量し、赤肉、骨、皮下脂肪、筋間脂肪お

よび内面脂肪に分別、秤量し、脂肪量について生

体および枝肉測尺値、半丸重との相互関係を検討

した。

結果 1) 生体測尺値より蓄積部位別枝肉脂肪重

量を推定する以下の重回帰式を得た。

o Yl (総脂肪重量、 K9')=-96.099-0.433Xl 

(寸宇部高、 cm)+0.1 6 7 X 2(胸囲、 cm)+1.112 

X3 (胸深、cm)+ 1.230 X4 (胸幅、 cm)+0.641X5

(臆幅、 cm)、R2=0.8 39 

o Y2 (皮下脂肪重量、 K9')=一22.3 1 0 -0.5 5 4 

Xl一0.076X2 + 1.017 X3+0.8 2 6X4 +0.368 

X5 、 R~ 0.887 

o Y3 (筋間脂肪重量、 K~) =一54.256十0.076

X 1 + 0.1 8 1 X 2 + 0.4 6 7X~ + 0.3 68 X5-0.4 77 

XB(体高、 cm)、R2=0.839 

oY4(内面脂肪重量. K9') = 3.307ー0.279Xl

+0.24 9XB +0.14 5X7(腰角幅、cm)、R宮=0.616 

2) 枝肉測尺値より蓄積部位別枝肉脂肪重量を

推定する以下の重回帰式を得た。

o Yl = -9 8.4 23 -2.5 9 1 X 1 (胸幅、 cm)+0.805 

X2 (腰幅、 cm)+1.990X3(胸囲、 cm)一0.206

X4 (腰囲、 cm)、R2=0.819 

o Y2=ー35.948-1.5 0 4Xl + 0.37 4X2十1.086

X3ー 0.278X4...R2=0.830 

OY3=-65.9 93-1.13 OXl+0.216X2+0.921 
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X3十0.138X4..R2= 0.768 

oy~ =ー7.832ー 0.183Xl-0.02 4X2-0.1 20 

X5 (腿幅、 c:m)十0.207X6(腿囲、c:m)、R2=0.785 

3) 枝肉重の増加に伴って枝肉全体の皮下脂肪

は厚くなるが、それは一様に厚さを増加させるも

のでなく、ロイン部を中心として波及的に周辺部

に向かつて厚さを増加させて行き、ロイン部の皮

下脂肪厚が 20--30脇に達するとそれ以上の皮下

脂肪は、主にウデおよびそその皮下脂肪厚を増す

ことにより増加することが認められた。

4) 枝肉重の増加に伴った筋間脂肪の沈着は、

IgG群は、平均 26.3mfJ/msを示し、群聞に有意

な差は認められなかった。一方、母牛初乳中のIgG

量は、低IgG群は平均84.9mg/ms、 中IgG群は

平均 114.smg/ms、高IgG群は平均 119.9mg/mt

を示し、低IgG群と中IgG群ならひ、に低IgG群と

高IgG群の聞に各々有意な差が認められた。

以上の結果より、肉専用種、特にへレフォード

の子牛の一部に認められたIgG血症の要因のーっ

として、初乳中のIgG量が考えられた。

ロイン部およびパラ部を中心に増加することが認 20.肉専用種子牛の移行抗体量と疾病、ならびに

められた。 発育との関係

19.肉専用種子牛の初乳免疫に関する調査

o恒光 裕・西邑隆徳・工藤卓二(新得畜試)

目的 道内における肉専用種子牛の損耗率は高く

繁殖農家に大きな経済的損失を与えてしる。今回

は、子牛の抵抗因子として重要だと考えられる初

乳免疫の状態を明らかにする目的で、肉専用種の

子牛血清、母牛血清および初乳中のIgG量を調査

した。

方法 道立新得畜産試験場で飼養されている肉専

用種(へレフォーにアンガスおよび黒毛和種)

を供試牛とし、 1985年の 1--4月を調査期間と

した。子牛血液は出生後 2日目に、母牛血液は分

娩当日に、母牛初乳は分娩直後で、子牛吸飲前に各

々採取したo これらの材料についてIgG量を抗牛

IgG兎血清を用いた免疫拡散法で、測定した。

結果 Loganらの報告を基に、子牛血清中のIgG

量が 10.0mg/ms以下を示す子牛を低IgG血症と

した結果、子牛血清の 97例中 19例(1 9.6~のに

低IgG血症が認められ、その内へレフォードは17

例あり、へレフォード全体の 27.4%を占めた。次

に、母牛血清ならび、に初乳中のIgG量を、子牛血

清中のIgG量が 10.0m'l/m&以下(低IgG群)、

1 O.lm'l /m&以上20.0m'l/ms以下(中IgG群)、

20.0m'l/ms以上(高IgG群)の 3群に分けて比

較した。母牛血清中のIgG量は、低IgG群は平均

23.9m'l/m人中IgG群は平均 25.7m'l/ms、 高

o西邑隆徳・恒光裕・庄司 勇・清水良彦・

(新得畜試)

目的 肉専用種晴乳子牛の損耗は繁殖農家にとっ

て経済的に大きな損失となるo そこで、今回は子

牛の移行抗体量と疾病発生状況、ならびに発育と

の関連性の有無を明らかにする目的で、へレフォー

ド種晴乳子牛について、血清中IgG量、疾病発生

状況、日増体量の調査を行った。

方法 道立新得畜産試験場で1985年 1--3月に

生まれたへレフォード種を対象とした。出生後 2

日目に子牛の血液を採取し免疫拡散法で;IgG量を

測定した。また、生後 60日間の平均日増体量と

その聞の下痢症、および呼吸器病の発生状況を調

査した。

結果 調査対象牛を血清中IgG量により、 10.0 m'j 

以下(低IgG群)、 1 0.1時!/ms以上 20.0旬以下

(中IgG群)、 20.1旬以上(高IgG群)に区分し

たO 下痢症の発生率、下痢症の治療日数、および

呼吸器病の発生率は群聞に有意な差が認められな

かった。しかし、呼吸器病の治療日数は低IgG群

で平均4.96日、中IgG群で、平均2.58日、 高IgG

群で平均 2.67日であり、低IgG群は中[gG群なら

びに高IgG群と比較して有意に (P<0.05)長か

った。 60日間の平均日増体量は低IgG群で平均

0.52 6 K~/ day、中IgG群で、平均 0.628 K~/ day、

高IgG群で平均 0.681 K~/ dayで、あり、低IgG群

と高IgG群との聞に有意な差 (P<O.O5 )が認め

られた。

-3 1 -



以上の結果より、血清中IgG量の高い子牛は生

後60日齢までの発育が良好なこと、呼吸器病に

感染した場合、治ゆまでの日数が短いことが示唆

された。

21.北海道におけるつなぎ式牛舎の管理作業と飼

養施設に関するアンケー卜調査

o三島哲夫・工藤吉夫・佐藤博(北海道農

試)・柏木 甲(北海道オリオン)

目的 畜舎の建物、設備の規模構造、機能の選択

は経営条件、気象条件と総体的に均衡がとれてい

ることが望ましいが、北海道の近代的牛舎は過大

投資のものが多い。とくに乳肉複合経営の場合に

はより安価な畜舎と省力的管理体系が要求される

ので、つなぎ式牛舎について管理作業と飼養施設

に関するアンケート調査を実施し、乳肉複合飼養

技術の開発の資にしようとしたものであるo

1日2回が主勢を占め、自動給餌機を有するもの

が7.4~らある反面、手押し一輪車による給餌が34

%もあり、給餌作業の省力化をはかる必要もあろ

う。

全戸がふん尿を自家還元しており、堆肥の利用

方式が圧倒的に多い。堆肥生産の場合、収集方式

はパーンクリーナーによる搬出が大半を占め、液

肥はすべて自然流下方式であった。堆肥場のない

ものが 8%みられ、パーンクリーナーから直接ダ

ンプに受け、毎日搬送するものが 2.6%あり、 こ

の方式はとくに石狩地区に多し、。堆肥場は屋根な

しのものが大部分で、面積は平均 434m2で、とく

に網走、根到11で大きし、。単一敷科を使用する農家

は少なく、大部分が 2-3種の併用で、低質牧草、

残食草などを利用するものが 65%で最も多く、

カウマットの利用は 25%程度で意外に少なかっ

た。

方法 乳検台帳から成牛飼養頭数 35頭以上のつ 22.敷料の汚れにともなう育成牛の行動変化につ

なぎ式牛舎の酪農家を 900戸選定したが、応答の いて

あったものは 304戸で、回収率は 33.8%にとど o池滝 孝・浜中亜紀子・太田三郎(帯畜大)

まった。

結果 将来、乳肉複合経営を指向する農家が 35 

?もあり、説11路、根室、宗谷でその傾向が高L、。木

造、無断熱、強制換気、対尻式、スタンチヨン繋

留方式の牛舎が多く、平屋、 2階建ては同数を占

めたが、石狩、胆振、空知、十勝では 2階建てが

多い。冬期、飲水が凍結することがある牛舎が 3

割近くあり、寒冷牛舎が比較的多L、。

平均飼養頭数は 90頭、成牛数50頭うち搾乳

牛頭数は 37頭で、成牛保有率は根室が56.1%で

最も大であった。成牛舎と育成舎の区分で飼育す

る農家が大半を占め、成牛、育成牛、晴育牛舎に

よる分離形態は 2割に達せず、カーフハッチ利用

農家は 29戸、 142基に過ぎなかった。根室、釧

路、網走、宗谷で、は牛床数に余裕があり、石狩、

空知、胆振で、は牛床数の不足がみられるo

搾乳従事者は 2.4人、 1人のミルカー操作台数

は 2台、 1頭当りの搾乳時聞は 4分、搾乳作業時

聞は 9.5分で、搾乳効率の改善が必要と考えられ

るo 給餌回数は濃厚飼料、サイレージ、乾草とも

目的 牛体を清潔に保ち、かっ舎内で、のウシの居

住感を良好なものとするため、牛床上に敷料とし

てノコクズあるいはパーク、麦稗、古乾草等を利

用するのが一般的である。それら敷料は吸湿性、

撹持性などにやや相違があるため、その使用期間

に若干の長短はあるものの、概して敷料更新日以

後、経目的に牛床状態は悪化するのが常である。

そこで、そのような敷料の汚れがどの程度育成牛

の行動に影響を及ぼすかを知るとともに、敷料の

更新適期を行動面から解析可能か否かについて検

討・考察した。

方法 ホ種育成牛 2頭を 1群として簡易平床畜舎

(床面積、 11m2)に収容し、馴致期4日の後、

10日間を 1期とする 3期反復法により実施した。

供試敷料としてはノコクズを用い、各期とも開台

日早朝に敷料を搬出・更新したo搬入量は 1日1

頭当り 5K&I'、 10日間分計 1OOK&I'とし、各期とも

中途で敷料の補給を行わなかった。供試牛の行動

観察はVTRを用いて 24時間連続10日間 3期行
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れを比較し敵対行動の増加および空間構造の変化

を報告した(日本畜産学会第76回、 1984年)。

また群内の品種差および性差は群行動に大きな影

響は及ぼさないことを報告した(日本畜産学会北

海道支部会第 40回大会、 1984年)。本報告で

は続いて冬期に群を 2群に分け、シェルター付ド

ライロットおよび避難林付越冬地に放し飼いとし、

両飼養形態での牛群の社会行動および空間構造の

違いを、前報の結果と比較しながら検討した。

方法供試牛は北海道大学農学部附属牧場で、飼養

中の肉用牛群 47頭で、放牧地(GR)およびドラ

イロット (DL)での観察は前報のとおりであるo

本報告ではこの 47頭からHereford種去勢牛8頭、

同雌牛7頭、 Holstein種去勢牛 5頭の20頭と、

それぞれが9、7、4頭の計 20頭の 2群を作った。

前者はシェルター付ドライロット(LB)で放し飼

いとし、日中はロット(240m2)、夜間はシェル

ター内(162m2)に囲い込みとした。後者は避難

林付越冬地 (PD:6，30 Om2)で、放し飼いとしたo

観劇工 2月下旬にそれぞれ2日間おこない、 8時

- 1 1時および 14時-17時の時間帯でみられた

敵対行動を、頭突き・押しのけ(BP)、威嚇・回

避(TA)および両者が闘い合う闘争(F)の3つに

分けて記録した。そのほか夜間にLBのシェルタ

ー内で全群が横臥した時の位置をXY座標で記録

し、群の平均個体間距離(ID)および平均最近接

個体間距離 (rA)を算出した。

結果 1) 8-1 1時および 14-17時内の敵対

行動数は 2日間の総計でGR367回、 DL1， 64 7 

回に対して、 LB231回、 PD3 28回となった。

1頭当りでは、それぞれ 7.8、35.0、11.6、16.4

回と、 DLが最も多く GRが最も少なかったが、

より面積の小ないLBはDLやPDより少ない敵

対行動を示した。

2) 敵対行動の内容は、GRおよびDLではBP

が 75%、 Fが約 10%を占めたが、 LBおよびPD

ではBPが低下しFが増加した。この傾向はとく

にLBで著しく、 BP4 9.4 %、 F36.8%と社会構

造が変化したことを示唆した。

3) 優劣順位と体重の順位の相関係数rs)は、

目的 演者らは 47頭の肉用牛の群行動について、 GRおよびDLでは 0.5-0.7で有意な正の荘関(p

夏期の放牧中の行動と冬期のドライロットでのそ く0.01 )を示し、またPDでも 0.6(p<o.O 1 )と

った。飼料はへイレージを自由採食として朝・タ

2固に分与し、ビートパルプは 1日1頭当り 2K~ 

をへイレージに混合して朝のみ給与した。また、

採食量と飲水量の測定は毎朝給飼前に、へイレー

ジおよび敷料の風乾率測定のためのサンプリング

は毎夕給飼直前に行った。

結果 敷料の風乾率は更新後 3日目まで急激に下

降し、以後ゆるやかに低下しつつ8日目には22.9

%と最低値を示した。毎日の飼料摂取量は、やや

変動するものの風乾物当り約 13K~/.頭で推移し

た。 1日の採食時間は経目的に増加する傾向があ

り、各期10日聞を 3・3・4日の前・中・後期に区

分して集計した場合、各々 283、324、365分と

なり前期に比べ後期で‘は 80分程長く採食する結

果となった。一方、採食回数は 9回前後と前・中

・後期に相違は認められなかった。 1日の横臥時

間は前期948分、中期 775分、後期61 7分と有

意な差がみられ、さらに横臥回数もそれぞれ12.1、

8.5、6.6回となっている。また、朝給飼後の初回

横臥時刻が経目的に遅くなる傾向も認められるこ

とから、敷料の汚れは横臥・起立行動にかなり強

い影響を及ぼすものと判断した。 1日の飲水量は

気象条件との聞にやや関連が認められるものの、

敷料の状態に影響されることは少ないものと推察

した。しかし、飲水回数は中・後期に進むにした

がし、幾分増加する傾向がみられた。

以上の結果から、敷料を追加・更新することな

く一定期間以上使用することは、育成牛の行動に

強く影響を及ぼし、とくに横臥・起立回数の減少

および起立時聞が大巾に増加することなどから好

ましくないものと思われた。また、敷料更新適期

の判断という面からは、牛床環境が良好な条件下

での観察データと比較する必要性が示唆された。

23.肉用牛群における飼養形態の違いと社会行動

および空間構造

o近藤誠司・高木亮司 朝日田康司(北大農)

西埜進(酪農大)

つd
円

ο



有意であったが、 LBでは 0.3と有意な相関では

なかったo

4) ID(m)はGRでは 48.9、DLでは 12.0で

あったものが、 LBでは 5.8と低く、一方、 rA(m)

はGR4.5、DL1.0に対してLB 1.3であった。

rAとその期待値との比RはGRおよびDLでは

0.32および 0.54と、 どちらも有意な集合性の分

布(p<0.0 5 )を示したが、 LBでは 0.95とラン

ダムな分布であった。

24.搾乳方法による乳成分の排出変動について

o工藤吉夫・三島哲夫(北農試)

柏木 甲(北海道オリオン)

目的 搾乳方法、条件が乳成分に及ぼす影響を検

討するため、搾乳過程にともなう乳成分の排出変

動を完全搾乳、不完全搾乳ならびに正常搾乳で比

較した。

方法試作した分別サンプラーで、搾乳中に右後分

房から 250cc宛、乳試料を連続採取し、正常搾

乳(機械搾乳後マシンストリッピング)、完全搾

乳(手による後搾り併用)、不完全搾乳(搾乳

時間短縮)の場合の搾乳経過にともなう乳成分の

変動を、 9頭のホ種牛について l期7日間のラテ

ン方格法で比較した。試乳は各期後 3日間採取し、

赤外線牛乳分析器ならびにTMSチェッカ」で乳

成分を測定した。摂取粗飼料は 5時間の制限放牧

が主体で、 2K~のへイキュープを補給し、濃厚飼

料は乳量の 1/3を給与した。搾乳は朝8時、夕方

1 6時の不等間隔搾乳であった。

結果 1. 日生産量:手による後搾り量は 50-

300 gであったが、正常搾乳時と完全搾乳時の 1

日当りの平均乳量、乳成分量には差がなく、手搾

り併用による増乳効果は無かったo 一方、不完全

搾乳時には約 800gの乳量減少が達成され、高乳

脂、低乳糖の搾乳末期乳が残留したが、どの乳成

分含有率をみても搾乳方法による有意差は認めら

れず、手峨分量の減少は大部分乳量の現少に基く

ものである。

2. 搾乳経過にともなう乳成分率の変化

1) 乳脂率:搾乳間隔の長い朝の搾乳時の初

期 250ccの乳汁中の乳脂率は極めて低く、1%を

割る場合もみられた。その後、直線的に増加し、

3/4クオーター部分から更に濃度が高まる傾向

があるo不完全搾乳時には他に比較して初期乳脂

率が高く (p<0.05)、経時的増加も大であったが、

有意差はなかった。

2) 蛋白率:乳脂率と同様、不完全搾乳時の

初期値が若干高く、経時的増加も大になる傾向が

あるが、三者聞に有意差は認められなし、。乳脂率

に比較して初期乳汁中の含有率が高く、経時的増

加を乳脂率の 15%以下で、搾乳中一定の数値で

推移する場合もみられた。

3) 乳糖率:前二者とは全く異なり、搾乳開

始後 75 0 - 1，5 0 0 ccまで増加傾向を示し、 以後

漸減し、乳脂率とは逆に泌乳末期の乳汁中の含有

率が低い。初期の増加傾向には搾乳法による差異

は殆んどないが、不完全搾乳の場合、その後の減

少率が他に比較して大になる傾向が認められた。

4) 無脂固形分率:乳糖率と同様の増加なら

びに減少経過を示したが、乳糖に比較して初期乳

汁の増加域が長く(7 5 0 -.. 1， 7 5 0 cc )、搾乳方法

による差は認められなかった。
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第二会場午前の部

25.北海道における最近の生乳の品質について

o小出 修・熊野康隆・笹野貢・木暮久人・

大浦義教(北生検)

目的 近年、北海道においては無脂固形分を含め

た乳成分取引への関心が高まっており、またLL

牛乳の常温流通認可に伴う細菌数 30万/m.e規制
が実施されるなどより一層乳質の改善・向上が求

められている。このようなことから本道合乳の成

分率、細菌数ならひ、に細胞数等について年次別、

地域別および季節別にとりまとめたので報告する。

方法 1) 調査期間:56年4月から 60年3月の

4カ年間とした。

2) 成分率検査:取引単位合乳を試料とし、脂

肪率および無脂固形分率について旬間 1回検査を

実施した。なお、脂肪率はパプコック氏法、無脂

固形分率はTMSチェッカ法により全固形分率を

測定し、脂肪率を差しヲ|し、て求めた。

3) 細菌数ならびに細胞数検査:乳業工場に搬

入されるローリー毎の合乳を対象とし、食品衛生

検査指針に基づく直接鏡検法により月間1回検査

を実施した。

結果 1) 調査乳量:調査期間中の乳量を年度別

に示すと、それぞれ 2.04 6， 2，2 4 5、2.363、2.403

千tで年率平均5.6%の伸びを示した。

2) 成分率:調査期間中の成績を年度別の加重

平均値で示すと、脂肪率はそれぞれ 3.71、3.71、

3.69、3.67%で平均 3.709らであり、無脂固形分率

はそれぞれ 8.49， 8.54、8.53%で平均 8.53%で

あった。地域別(事業所管内別)に 4カ年間の平

均値をみると、脂肪率では北見が 3.77%と高く根

室が3.63%と低く、無脂固形分率では旭川が8.61

%と高く、根室が8.4~%と低かった。季節的にみ

ると、脂肪率では 7-~月、に低く 1 1 - 3月に高

く、無脂固形分率では 5月と 8月に低く 6月およ

び 10-3月に高い寒冷地特有の二峰性を示した。

なお、全国形分率は例年 6月に上昇傾向がみられ

たが、 59年度は無脂固形分率における 6月の上

昇が小さいことから特異な変動パターンを示した。

3) 細菌数:調査期間中の成績を 100万'/m.e

以下の比率で示すと、それぞれ 88.7， ~3.1 ， 95.5、

~ 3.~%で平均 ~2.8%であった。地域別に 4 カ年間

の平均値をみると、根室が~ 5.1 %と高く道南が

87.6%と低く、季節的にみると 57年度までは夏

期の 6-8月に 100万/m.e以下の比率が低くな
り、 10-4月が高い結果であったが、 58年度

以降は月間に顕著な差は認められなかった。

4) 細胞数:調査期苛中の成績を 50万'/m.e
( IDFの正常乳基準値)以下の比率で示すと、そ

れぞれ80.8、84.4、87.5、86.3%で平均84.8弥で

あったo 地域別に 4カ年間の平均値をみると、根

室が ~3.~% と高く紋別が 63.59もと低く、季節的に

みると 57年度までは夏期の 8月および 9月に5b

万/m.e以下の比率が低くなる傾向がみられたが、
58年度以降は月間に顕著な差は認められなかっ

た。

26. H P L Cによる牛乳中の有機酸の分析と乳質

との関連について

o島崎敬一・島真平・池滝孝(帯畜大)

長谷川富夫(十勝農協連)

目的 牛乳中には様々な有機酸が含まれてし、る。

それらの含量は個体による差を除くと、乳汁分泌

組織の状態や搾乳後の牛乳の保存状態に依存して

いると考えられる。そこで牛乳中の各種有機酸の

クロマトプロフィールを得、各有機酸の濃度を算

出すると共に、乳質との関連も併せて検討した。

方法 帯広畜産大学附属農場飼育牛より個別に集

めた牛乳を脱脂し、その l容に脱イオン水を等容

加え、次いで合計6容となるようにアセトニトリ

ルを加えた。 2分間激しく振とうし、静置して得

られる上澄液をポアサイズ 0.45μmのメンプラン

フィルター(ミリポア、カラムガード)にて炉過

し、分析用試料とした。有機酸分析には日立635

型高速液体クロマトグラフおよび東洋曹達工業側

製強カチオン交換ゲルTSKgelSCX(6.0mmID 

X 1 5cm)を郎、た。分析は室温で行い、 210nmで、

の吸光度を測定した。溶離液には 2mMリン酸溶

液を用い、流速は lm.e/分とした。また、各検体
の体細胞数はフォソマチック(フォスエレクトリ

戸

hu
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ック)にて測定した。

結果 分析に供した個乳は約 60頭分である。 1

検体当りのHPLCによる分析時聞は20分を要し

た。 HPLCプロフィール上で、識別されたピーク

は約 12ケで、その内、オロチン酸、クエン酸、

ピルピン酸、 コハグ酸、乳酸、尿酸、ギ酸、プロ

ピオン酸のピーグが同定出来た。 210nmで検出

されるクロマトプロフィールで、特に際立つて識別

されるオロチン酸とクエン酸については、それぞ

れの濃度がオロチン酸で 35-120μg/ms(72.7

::t2 0.5μg/ms)、クエン酸で 565-1933μg/

ms ( 1 3 0 4::t 3 1 2μg/ms)であった。さらに、

体細胞数と有機酸濃度との相関をみたところ、オ

ロチン酸とクエン酸については相関はみられなか

った。

27.ウシ乳汁 IgGと血清 IgGの蛋白質分解酵素

に対する安定性の比較

o牧与志幸・島崎敬一-祐川金次郎(帯畜

大)

目的 免疫グロプリン (Ig)は、主に血清および

乳汁に存在し、免疫性を担う蛋白質として知られ

ているo特に初乳中には高濃度に存在し、新生仔

牛に経口的に移行し、仔牛を病原菌等から保護す

る。その際、摂取された初乳中の蛋白質は、仔牛

の第四胃内でキモシン、ベプシ、ノ等の蛋白質分解

酵素の作用を受けるが、Igはカゼインと比べ、比

較的酵素作用を受けにくいと考えられている。さ

らに、蛋白質分解酵素を用いてIgのフラグメント

を調製する際、 Igのサブクラス (IgGl、IgG2) 

により、分解の程度が異なることが見い出されて

し、る。

そこで本研究では、初乳IgG、血清IgG、さら

にIgGのサブクラス間での蛋白質分解酵素に対す

る反応性を、同一個体からの IgGについて比較し

ようと試みた。

方法 初乳は帯広畜産大学附属農場のホルスタイ

ン種3頭より、分娩後第一回目のものを採取した。

血液は、初乳を採取した同一個体の尾静脈より採

血した。これらのホエー、および血清より33%飽

和硫安による塩析で、初乳粗Ig、血清粗Igを各

々調製した。さらにDEAE-トヨパール650M、

CM-トヨパール 650M{東洋曹達工業K.K.製)

を用いたイオン交換クロマトグラフィーにより分

離精製を行い、得られた各画分については、免疫

電気泳動法により同定を行った。 IgG各試料に、

蛋白質分解酵素(ペプシン等)を一定割合で加え、

370Cに保ち反応させ、 経時的に試料を採取し、

直ちにゲノレ炉過法によって IgGの分解の程度を調

べた。分析には高速液体クロマトグラフィー用カ

ラムTSK-GelG 3000 SW( 7.5脇 1DX 40cm、

東洋曹達工業K.K.製)を用い、 0.05M酢酸バッ

ファー(pH5.0、0.IMNa2S04を含む)にて溶出

させ(流速 lms/仰忽)、 uv280捌で溶出ピー
クの検出を行った。

その結果、ペプシンによる分解では、 3頭中 2

頭は初乳IgGl>血清IgGl>初乳IgG2、血清IgG2

の順に分解されやすく、他の l頭は初乳IgGi>初

乳IgG2>血清IgGl、IgG2の順に分解されやす

かった。一方パパインによる分解で、は初乳IgGi>

血清IgG2>血清 IgGl>初乳IgG2の順で分解さ

れやすかった。

28.乳糖資化性酵母によるホエーの利用と微生物

蛋白の生産に関する研究

o星野裕樹・有賀秀子(帯畜大)

目的 ホエーは世界で8，000万t以上、日本では 17

-18万t生産されているO その固形分量は 6%と

低く、そのうち乳糖が 75%も占め腐敗しやすい

ことから廃棄したり、直接家畜の飼料としていた。

最近、環境汚染や栄養資源の回収とし、う観点から、

ホエー蛋白質やホエー粉末の食品への利用がなさ

れている。

本研究は、乳糖資化性酵母をホエーに増殖させ、

その酵母蛋白質を回収し利用する目的で試みられ

たものである。

方法十勝管内の 2ケ所の乳製品工場から活性汚

泥を採取し、レンネットホエー (pH4.5)により

集積培養を行なった。ホエーに馴養した活性汚泥

から純粋分離培養により酵母 15株を得、これら
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についてのホエー培地での増殖速度、および蛋白

産生量試験の結果から 4株を供試酵母菌株として

選抜した。この 4株についてはKreger-vanRij 

の方法に基づき、形態的性質、培養上の特徴と炭

素源の資化性などの生理的性質から属および群を

同定した。

菌備工、乳糖を炭素源として用いたYM培地に
より 1日間前培養し、これを鴻過滅菌ホエーに接

種して 30
0

C、 150 rpmで振とう培養した試験管

内培養と、脱蛋白穂過滅菌ホエーを用いたジャー

ファーメンターによる培養の 2種類の培養により、

増殖速度、蛋白産生能などを観察した。

培地の栄養条件を決定するために、硫酸アンモ

ニウム、リン酸ーカリウム、酵母エキスの 3種を

栄養源として用い、 7種の組み合せによりホエー

に添加して、試験管による振とう培養を行なった。

増殖速度は、 5007l&7llでの吸光度を測定した生

育曲線により判定し、蛋白量はセミミクロケルダ

ール法により測定した。

結果 ホエーに馴養した活性汚泥から分離された

1 5株について、振とう培養によりその生育状態

を観察した結果、定常期における菌数から 3群に

区分することができた。各群について菌体と蛋白

の収量を測定した結果、菌体については、 2群に

ついては平均8.3rJ / sであったが、他の 1群では

0.4 5 rJ / s程度と極めて低かった。さらに先の 2

群について蛋白収量をみると、乾燥菌体100rJ中

1 6.6 rJと13.0 rJであったので、 前者の群から収

量の大きな 4株を選抜し以下の試験に供した。

次にこれらの 4株について、属および群の同定

を行なった結果、 Candida属の 6群と同定された。

脱蛋白ホエーを用いたジャーファーメンターに

よる培養では、 16h-24hまでの培養では、 菌

体収量は増加の傾向にあったが、蛋白の回収量に

は差がなかったo

硫酸アンモニウム、リン酸ーカリウムおよび酵

母エキスをホエーに添加することによって、菌体

および蛋白収量を上げることができたた。

29. Leucono8toc citrovorumの diacetyl生

成におよぼす酵母エキスの効果

o菊地政則・中井直也・松井幸夫・田中かお

る(酪農大)

目的 Leucono8 toc ci trovorumが生成するジア

セチルは、チーズ、バター等の風味成分であり、

S treptococcu8 1acti8などの酸生成用スタータ

ーと併用することにより、生成が促進されるとい

われている。また、このジアセチルは、グエン酸、

酵母エキスを添加することによって生成が促進さ

れることが知られている。本報告は、混合系スタ

ーターを用いた培養時でのクエン酸塩添加に於け

るジアセチル生成の状況、更に酵母エキスの如何

なる成分がジアセチル生成を促進するかについて

検討するものである。

方法 供試菌は酪農学園大学、酪農微生物学研究

室保存株である、 Leucono8toc ci trovorum( D 

2061)、Streptococcu8 1acti8 (D 2056)を

用いた。培地は 10%還元脱脂乳を用い、 23
0

Cで

培養した。ジアセチル生成量は、培養液を水蒸気

蒸留し、 Coganと羽1a18h ( 1 9 74)の方法に準拠

して定量した。酵母エキスの分画は、 Sephadex

G-25によるゲルグロマトグラフィーによって実

施した。

結果 L. ci trovorum単独培養においては、 10%

還元脱脂乳に 40rrMのグエン酸を添加すると、ジ

アセチルはよく生成されるが、クエン酸ナトリウ

ムを添加した場合には、クエン酸を 40mM添加し

た時と同じpHに調整した場合においてのみ、ジ

アセチルの生成がみとめられた。それに対し、混

合培養時においては、培養 48時間目でジアセチ

ルの生成は最大となり、その際の培地pHは5.2と

なった。ジアセチル生成におよぼすクエン酸ナト

リウムの影響は、添加量に応じて増加するが、 20

mM添加のものは添加後24時間目、 40mM、60

mMのものでは 48時間目で最大値をしめし、そ

の後減少した。培地に酵母エキスを 0.5%、クエン

酸ナトリウム 40mM、60mMを添加した際のジ

アセチル生成は、酵母エキス添加のもので著しく

生成され、 pHも酵母エキス添加のものでより低

下した。またジアセチル生成には酵母エキスが0.1

円

t
q
J
 



%程度で十分であることも明らかとなったo Sepha 

-dexG-25によるゲルクロマトグラフィーによ

る酵母エキスの分画では、 5カ所にピークがみら

れたが、第 2ピーク、第4ピークの流出液を添加

した培地のみにジアセチルの主成が認められた。

また第 2ピークからはシステイン、シスチン、グ

ルタミン酸、ロイシン、リジン、パリンの6程議頁

のアミノ酸の存在が認められたので、ジアセチル

生成におよぼすアミノ酸添加効果を検討したとこ

ろ、システイン、パリンを混合添加した培地にお

いて、ジアセチル生成が促進されることが明らか

となった。

30.食用化を前提とした豚皮の酵素処理

o三浦弘之・三上正幸・金秀法(帯畜大)

目的わが国でと殺されている豚の処理は関東以

北では皮はぎ、関西以南では湯はぎを行っている

所が多し、。しかし近年、と畜場の合理化、豚皮の

草原料としての需要増加、また衛生的な配慮も加

って皮はぎに転換するところが多くなってきてい

る。そのために湯はぎによって豚皮を加工副素材

として来た食品工業界にとっては原料が枯渇する

傾向すらみられる。一方皮はぎによって副生産さ

れる豚皮は、国際価格の低迷もあって、最近は 1

枚 300-450円(地域や大きさによって異る)

程度で取引きされ、現状では市場価格が上向きに

なる気配はほとんどなし、。そこで皮はぎによって

一旦はく皮された豚皮を加工副素材として利用し、

付加価値を高めることを考えた。

しかし、湯はぎ操作の場合と異って、皮はぎ後

の脱毛処理上問題が残るところから、食用化を前

提とした場合の脱毛処理を、本研究ではパパイン

を使って脱毛し、その難易性を測定すると共に、

加熱ゲル化した時の硬さについて検討し、食用素

材として利用する場合の基礎データ」を得ょうと

した。

方法 十勝畜産公社から入手した新鮮な豚皮を10

X20cm角に細切し、5枚の豚皮から 150枚の試料

皮片を得た。これらは一旦ー 30
0

Cで凍結保存し、

要に応じて実験に供した。脱毛のための酵素溶液

は、パパインを pH7.0のリン酸緩衝液に溶解して

0%、 0.1%、0.3%および 0.5%溶液とし、浸潰処

理温度は 20
0

Cおよび 37
0

Cで経時的にスクレーパ

ーで 20図表皮をこすって脱毛の程度を表わした。

脱毛処理後の豚皮は残毛をパーナーで焼いた後ミ

ンチで細切し、蒸溜水を加えてヒスコトロンでホ

モゲナイズし、 60、80および 100
0Cで加熱し、

加熱後約 10分間流水に浸潰した後、 1晩 50Cで

静置した。なお加熱処理中の水分の蒸発は、あら

かじめ、 60
0

Cで保温した蒸溜水で補い、表面が

乾回するのを防ぐために、 10分毎にガラス棒で

撹排した。 1晩 5
0

Cで冷却静置したゲル化試料は、

室温で 2時間馴化した後レオメーター(不動産工

業側NRM1002A)でゲル化強度を測定した。

結果酵素処理の際の液温は 20
0

Cよりは 3TCの

方が脱毛効果に秀れ、更にゲル化におよぼす影響

も大きかった。従って、酵素処理の液温 37oCで

酵素濃度0.5%、浸漬時間 24時間の条件が脱毛に

もっとも効果的であった。

脱毛後の豚皮の加熱ゲル化は、酵素濃度が高く、

処理時聞が長い方がゲル強度は軟らかく、逆に酵

素濃度が低く、処理時間が短い方がゲル強度は硬

かった。これらのことから酵素処理による脱毛は、

加熱ゲルの硬さを左右するから、どんな食品の副

素材とするかによって豚皮の酵素処理条件を厳密

にする必要がある。また酵素処理にともなう異臭

の発生に対する対策も今後の課題といえよう。

31.英国および中国における養鹿業の実情

大泰司紀之(北大歯学部)

日本列島の植生に適応して最も繁栄してきた草

食獣はニホンジカであり、その家畜化を考えてい

る畜産家は多し、。我が国における養鹿業の検討に

役立てる目的で、外国出張の機会に養鹿業の実情

を持くた。

畜肉と野生獣肉:1970年代以後、英国につづ

いてニュージランドでアカシカの養鹿が盛んとな

った。欧米諸国で鹿肉が好まれる背景には、畜肉

食と野生獣肉食が並立していることが挙げられる。

彼等は森林を鹿肉生産の場と見倣し、野生のシカ
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を畜産経営的発想、で管理している。野生獣肉や養 合的に検討する機会にもなるように思われる。

鹿された鹿肉に求められているのは、¥¥天然モノも

の肉の味と言える。

英国の養鹿:80戸ほどの養鹿農家があり、通

常50-100頭飼育されている。大規模なニュー

ジランドの養鹿より参考になることが多し、。見学

した養鹿場は夫婦 2人で50haの放牧地に500頭

(繁殖雌 230、雄 140、当歳 130)飼育してい

た。経営は省力と産肉増大に徹したものであるo

1.8mの金網で固まれた放牧場・誘導路・子ジカ

の越冬用畜舎・解体処理施設などが合理的に配置

されている。満 2-8歳までのすべての雌が毎年

子を生むよう配慮、した繁殖管理がなされていた。

6月に生れた子ジカは、秋までに 35Kg-前後、翌

秋には 80Kg-前後(枝肉歩止まり 50-60%)と

なって出荷されるoMJME /dayは、1-1.5歳の

場合で 22-25であるo飼育管理上の配慮は、シ

カが元来森林性であり、警戒心が強く、隠れ場所

を必要とすることなどに対応して行なわれていた。

中国の養鹿:袋角を取る目的でニホンジカが飼

育されており、 2000年以上の歴史をもっo見学

した四川省の養鹿場は1，300頭(袋角生産用成雄

800、繁殖雌 100、他は幼若獣)を飼育し、従

業員は 70名(飼育関係 40、製薬工場 11、他は

事務関係など)であるo 30-6 0頭づっ、面積40

-60m2、高さ 2.5mのレンガ造りの囲いに入れら

れていた。袋角生産量増大が飼育管理や育種の重

点であり、当歳から 10歳前後まで袋角生産に供

される。袋角は年 2回採取され、その成長を促す

よう飼養管理されていた。青草・乾草・鉱物質お

よび栄養のパランスを取るため 4種以上の穀類を

混ぜた濃厚飼料を、角の成長に伴う栄養要求に合

わせて増減して与える。

我が国における養鹿業の可能性:世界の養鹿業

は産肉と袋角生産の二つに分化している。鹿肉の

消費を定着させるには、 ¥¥自然もな肉本来の味の

普及や、味に見合った価格(上級の牛肉程度)で

提供することが課題となるO 袋角については、近

年評価されつつある漢方薬の需要の動向が賭って

しる。いずれにせよ養鹿業の検討は、これまで進

められてきた畜産のあり方、人工化された食品、

さらに健康食品や医薬品に対する考え方などを総

32.サラブレッド種雄馬集団における内国産馬と

輸入馬の産駒成績ならびに特定種雄馬の遺伝的

寄与率

o森津康喜・市JII 舜・高柳正人・三浦啓一

(酪農大)

目的わが国で供用されているサラプレット種雄

馬は、大別すると欧米の主要生産国から輸入され

た輸入種雄馬とわが国で、生産された所調内国産種

雄馬とに分類される。最近のわが国における種雄

馬の利用傾向をみると、輸入馬に対する依存度は

従来のような強いものはなくなり、反面内国産馬

の開発と育成が進み、またその産駒が実際に活躍

するようになってきたと言われるo そこで、今回

これら種雄馬について、生産国別のわが国供用状

況とそれらの産駒成績を比較検討し、合わせてわ

が国の種雄馬集団における特定種雄馬の遺伝的寄

与率を求め、その血統構造を調査したので‘概要を

報告する。

方法供試資料には、昭和 56年度サラブレッド

系全国名簿に掲載されている昭和 55年供用の種

雄馬名簿と競馬年鑑54年の 7巻から 57年の10

巻まで、に記載されている 4年間の中央競馬での競

走成績を用いた。種雄馬の産駒成績の指標には、

産駒ー頭当りの獲得賞金と着差に基づく評価

Performance Ratesを取り上げた。 また獲得賞

金の場合、種雄馬は 54年から 57年までの各年に

中央競馬で少なくとも一頭以上の 3歳産駒を持つ

内国産 26、英国 34、米国 28、仏 21とアイル

ランド7頭とした。一方、 Perf ormance Ra te s 

については、 55年度中央競馬で開催された 4歳

馬の第一回中山からダーピーまでの計326回のレ

ース記録から6回以上出走した 4歳馬445頭を抽

出し、その中に 3頭以上の産駒を持て種雄馬、内

国産 6、英国 17、米国 16、仏 15とアイルラン

ド6頭を取り上げた。

なお、特定種雄馬の遺伝的寄与率は、昭和 55

年供用種雄馬名簿のうち 5代完全血統表が作成で

きた 374頭を抽出 LWienerの方法を用いて算出
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した。

結果 1) 中央競馬での 3歳産駒の出走状況は、

内国産種雄馬一頭当りの 3歳産層激が 3.2頭、輸

入馬では 4.7-5.6頭となり、内国産種雄馬の産駒

出走頭数は少なく、輸入馬のそれには及ばなかっ

た。

2) 種雄馬の産t駒成績は、獲得賞金で内国産馬

の303万に対し、輸入馬では 252-283万の範

囲となった。また、 Perf ormance Ra tesは内国

産馬の 9.88に対し、輸入馬では 8.51-9.56の範

囲を示した。しかし、獲得賞金とPerf ormance 

Ratesのいずれも、内国産馬と輸入馬との聞には

統計的に有意の差は認められなかった。

3) 特定種雄馬の遺伝的寄与率は、上位から、

Nearco 7.2 570.、Nasrullah6.32、Pharos5.1 3、

Hyperion 4.3!:)、Blandford 3.58の/1闘に続いて、

わが国の輸入馬ではヒンドスタンの第 13位1.91%

が最も高い割合であった。

33.経済検定における道内採卵鶏の能力推移

o森寄七徳・田村千秋・田中正俊・小関忠雄・

高橋武(滝川畜試)

目的 滝川畜試で実施している鶏経済能力検定で

は、毎年道内で飼養されている採卵コマーシャル

鶏の能力調査を行っている。今回、第7回から第

1 7回検定の成績をとりまとめ、約 10年間の能

力推移を調べたので報告する。

方法 検定鶏は、出品を希望するふ卵場の種鶏群

から抽出採取した種卵を、毎回 4月上旬に滝川畜

試でふ化して得、経済検定実施要領に基づ、いて、

500日令まで調査を行っている。検定するコマ

ーシャル鶏は、 1群50羽とし、毎回数鶏種につ

いて検定しているo 今回とり上げた形質は、生存

率(151-500日令)、 50%産卵到達日令、産

卵率(へンディ)、産卵指数、平均卵重、日産卵

量、飼料摂取量、飼料要求率、成体重、ハウユニ

ット値(2月、 7月)、卵殻厚(2月、 7月)、

組利益(15 1 -5 00日令)としたOまた、飼料価

格と卵価を一定として、飼料購入費と鶏卵販売高

から収益指数を算出した。

結果 生存率は、能力向上の傾向は明確ではなか

った。しかし、最近の検定成績では、 !:)4-!:)5% 

と比較的高い水準を維持している。50%産卵到達

日令は、最近の検定成績では 150日前後と当初

より早熟化した水準となっているが、変動も大き

く、明確な傾向は認められなかった。

産卵率は、明らかに向上し、最近の成績では80

%の水準に達してきている。産卵指数も同様に向

上の傾向にあり、最近の成績では 280個に近し、。

平均卵重は、一時減少したが、第 13回以降増

大の傾向に転じ、最近の成績ではほぼ 62 fIとな

ってしる。日産卵量は増大の傾向にあり、最近の

成績ではついに 509水準に達した。

飼料摂取量は、一時減少の時期があったが最近

は再び微増しており、全体的に明らかな傾向はみ

られなし、。一方飼料要求率は、明白に向上してき

ており、 2.3の水準まで改良されてきている。

成体重は、出品されたコマーシヤル鶏種の構成

によっても大きく影響されることもあり、全体的

に一定の傾向はみられなし、。

ハウユニット値は、 2月の測定値では明白な傾

向はみられなかった。しかし、 7月の測定値では

明らかに低下の傾向が認められたO 卵殻厚は、 2

月、 7月の測定値ともやや低下の傾向にあった。

成鶏期の組利益は、検定回次間の変動が大きく、

一定の傾向はみられなかった。主要な形質で能力

が向上したにもかかわらず、組利益が向上しない

主な原因は、卵価の変動であろう。一方収益指数

は、著しく向上の傾向を示した。

34.採卵鶏に対する飼料米の利用

-LPCによる卵黄色と蛋白質レベル
の補正効果-

o小関忠雄・森寄七徳・田村千秋・高橋武・

田中正俊(滝JII畜試)

目的 日本の畜産の中では養鶏部門の飼料自給率

が最も低く、経営内の自給飼料率を考えるとほと

んどOに近いといっても過言ではなし、。そこで超

多収米の研究の進展により、将来の飼料米生産を
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考えた場合、玄米の飼料穀類としての栄養価値は

既に確立しているが、自給飼料として配合飼料に

飼料米を追加した簡単な自家配合を想定した時、

モミ米のまま給与が行えれば、もみすり、粉砕の

手聞が省略され、より低コストの飼料米生産とな

るo

一方米は蛋白質含量が低く、キサントフィルが

含まれていないため、配合割合が高くなると、飼

料のCPレベルが低下すること、および、卵黄色

が薄くなる問題が残されている。ここでは飼料米

の配合限界と、 LPCC緑葉蛋白)の添加による、

CPレベルの補正と卵黄の着色効果を検討した。

方法 飼料米の利用を想定した試験であるが、現

在でも飼料用として入手可能なモミ米(しいな)

とクズ米を混合したものを飼料米として試験に供

した。飼料米の配合割合は、実用時に簡単なよう

に、配合飼料 100に対し、飼料米を 20C米 20

区)、および 30C米 30区)の比率で混合した 2

段階の配合割合を検討した。また補正に使用した

LPCは深川市一己の実験プラントの製品であり、

C P 46.6 %のものでありその添加割合は、 CPレ

ベルの補正を基準とした。配合飼料区を対製玄(C

区)とし、それぞれの飼料区に対し、各々白色レ

グホーン種の 2系統(zXV2、V2XKl )を用い試

験を行った。各区それぞれ 20羽の供試鶏を配置

し、 24C1ll.ケージに 2羽飼とした。試験飼料への

切替は 29週齢に行い、 30-6 5週齢までの 26

週間を試験期間とした。卵黄色の測定はロッシュ

カラーファンにより、卵殻強度の測定は、 INTE

SCO社製の卵殻強度計を用いた。

結果試験期間の産卵率は、 ZXV2鶏で、米~ 0区

が 86.3%で最も良く、次いでC区 84.7%、米 20

区84.1%と続き、 V2XKl鶏ではC区 81.7%、米

20区81.2%、米 30区 79.7%の順であった。平

均卵重はZXV2鶏で、 C区、米 20区、米 30区

それぞれ、 66.0、66.3、67.5g、V2XKl鶏で

は64.3、66.6、64.8gであった。米配合飼料の

晴好性も悪くなく、 1日l羽当りの飼料摂取量は、

Z XV2鶏で、 C区、米20区、米 30区、それぞ

れ、 114.0、 11 7.4、 119.3 gであり、V2XKl鶏

では 107.3、 107.3、 11 2.3 gであった。卵黄色

では米を配合した区が濃い傾向を示した。これは

LPCの添加割合を、 CPレベルの補正を基準と

した量で十分以上に卵黄色の着色効果を期待で‘き

る分量であることを示している。

以上の結果より、飼料米は、粉砕しないそミ米

のままで採卵鶏用飼料への自家配合が可能であり、

CPレベルの補正、および色素源の添加により配

合飼料の 30%量を配合しても問題はないと結論

される。この補正の場合LPCは有効な蛋白質源

であり、キサントフィル含量も高く、本試験のよ

うにCPレベルの補正と色素添加を同じに行うよ

うな場合有効な飼料であると考えられた。

35.道内各地域におけるめん羊飼育実態

o北守勉-吉田悟・斉藤利朗・和田真希

夫(潟11畜試)

目的 昭和 51年には約 l万頭にまで減少しため

ん羊も、近年国産ラム肉の評価が高まるとともに、

昭和60年には 2万 3千頭になるなどその飼育数

は年々増加の傾向にある。しかし、飼養されてい

る品種は従来の毛肉兼用種から肉専用種へと一変

し、飼養管理技術もそれに応じたものが要求され

るが、現状把握はほとんど行われていなし、。そこ

で生産実態を明らかにすることによりめん羊飼養

技術向上を図るための資とする。

方法 調査方法は農家の面接間取りを主体にし、

対象地域は道内においてめん羊飼養が盛んでかつ

農業生産形態が異なる 3地帯(水田、田畑、酪農)

を選定した。

結果 1) 対象地帯と対象農家:対象地帯の区分

については、秩父別町および雨竜町は経営形態よ

り水田地帯とし、士別市はいずれも水田農家であ

るが、平均転作率が 53.8%にものぼることから田

畑地帯とした。別海町は全戸酪農専業農家であっ

7こo

2) めん羊飼養形態:秩父別および雨竜町が通

年舎飼と夏放牧・冬舎飼がほぼ半数す守つで、あった

のに対して、士別市は通年舎飼が、別海町は夏放

牧・冬舎飼が主体となっていた。

品種は各地帯ともサフォーグ種が主流を占めてい

Tこo
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3) 給与飼料の種類と給与量:①夏期の飼料給

与:秩父別・雨竜両町では青刈給与が最も多く、

放牧がこれに次いでみられた。まずこ、離乳後の母

羊に栄養回復をねらいとして補助飼料を給与して

いた。土別市では草地面積が少なく、舎飼で青刈

給与が行われ、一部に乾草を補助的に給与する事

例がみられた。②冬期の飼料給与:粗飼料は乾草

の利用が圧倒的に多かった。他にとうもろこしサ

イレージが水田地帯で、豆ガラが水田、田畑の両

地帯に、牧草サイレージが酪農地帯で利用されて

いた。濃厚飼料は秩父別、雨竜町および、土別市に

おいて農場副産物の利用割合が高く、その種類も

一般に多い傾向にあったが、別海町では配合飼料

の単一給与が行われていたo 飼料給与量は乾草が

1 頭当り1.7--2.3K~、濃厚飼料が、秩父別、雨竜

町で 0.55 K~、土別市が 0.4 2 K~ 給与されていたが、

別海町では、前者のほぼ 1/2量の給与にとどまっ

ていた。

4) 繁殖成績(昭和 5~ 年度) :①受胎率は各

地帯聞に大差はみられず、 93.7--97.9 %に範囲

していた。②子羊生産率は、雨竜町が 155.4%で

最も高く、次L、で士別市 137.5%、別海町134.0 

%および秩父別町 128.2 %であったO ③育成率は

士別市、雨竜町および秩父別町がそれぞれ98.7%、

94.7%、94.4%とかなり高率であったのに対し

て、別海町は 78.0%と極めて低く、主力が乳牛飼

育にあり、しかも分娩頭数が多いこともあって、

管理に十分手が回り切らないことが一因と思われ

る。

36.代用乳給与方式の遣いが子羊の発育に及ぼす

影響

o斉藤利朗・吉田 悟(滝川畜試)・寒河江

洋一郎・平山秀介(新得畜試)

目的 35日齢離乳を前提として、代用乳給与方

式の違いが子羊の発育にどのような影響を及ぼす

か検討した。

方法 代用乳を 1日1頭当り 260gとして、それ

を 1日4回に分けて給与する区と、 2回に分けて

給与する区の 2処理区を設けた。すなわち、 4回

区はストロー式晴乳器を使い 7時、 11時、 16時、

19時30分の l日4回給与、 2回区は自動かく持

器を備えたストロー式晴乳器で 10時、 16時30

分の 1日2回給与として比較したO 供試子羊は、

フィン雑種(三子、四子)22頭であり、それぞ

れの区に 11頭ずつ配し 3頭ないし 4頭 1群とし

た晴育ベンで 70日齢まで育成した。代用乳は、

脂肪含量 25%の子羊用を供試した。人工乳は市

販品の子牛用を用い、 10日齢から自由摂取とし

た。また、 15日齢から給与したルーサンベレッ

ト(市販品)は給与計画に従い制限給与とした。

なお、乾草は晴育開始から不断給飼とし、水およ

び鉱塩も常備した。

結果 1) 子羊のへい死頭数は、 4回区2頭およ

び 2回区 l頭で、剖検の結果、 4回区がエンテロ

トキセミア、 2回区が尿路結石によるものであっ

たo

2) 1頭当りの代用乳摂取量は両区ともほぼ等

しかったが、 2回区では、 16日齢を過ぎた頃か

ら1回の給与量を一気に飲みつくすようになった。

一度に大量の代用乳を吸乳すると第 4胃拡張が懸

念されるが、そうした症状を示す個体は観察され

なかった。

3) 1頭当りの人工乳およびルーサンベレット

摂取量は、離乳前-後を通して 4回区が 2回区よ

り多く、特にその傾向は 35日齢離乳時までの期

間で顕著に示された。

4) 晴育開始から離乳時までの期間において 2

回区になん便が多く発生し、なかには下痢症状を

呈する個体も出現した。この時期は、給与した代

用乳を一息に吸乳する頃と一致していた。離乳後、

2回区はほとんど正常便で経過したが、 4回区で

は一時的になん便の発生がみられた。しかし、そ

の症状は軽く放置のまま治癒した。

5) 両区の日増体量を比較すると離乳前・後い

ずれの期間においても 4回区が 2回区を上回り、

人工乳およびルーサンベレット摂取量と対応する

形となった。全期間通算の日増体量は、 4回区

27~gおよび 2 回区 231gであって、 4回区が

5%水準で、有意に高かった。
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37.高カリウム飼料への食塩添加がめん羊のミネ

ラル代謝に及ぼす影響

o西埜進・山岸祐一・東洋生(酪農大)

目的牧草中のカリウム含量は、ナトリウム含量

に比べると著しく高いので、家畜を放牧するとカ

リウムを過剰に摂取して、ナトリウム欠乏が促進

されるとしているo したがって、放牧家畜にナト

リウムを補給するため、従来から食塩を与えるこ

との必要性が強調されてきた。 たしかに、粗飼料

を多給すると濃厚飼料を多給した場合よりも食塩

の摂取量は多くなるが、どの程度がカリウム過剰

によるものかは明らかになっていなし、。さらに食

塩に対する牛の欲求は、カリウムの水準および代

謝に関連したものといわれている。そこで、演者

らは、今回高カリウム飼料への食塩過剰添加がめ

ん羊の飲水量、血清中ミネラル濃度およびミネラ

ル出納に及ぼす影響を検討した。

方法供試動物は、コリデール種去勢羊8頭で、

これらを 4頭ずつに群分けした。試験区は、一方

を高カリウム含量(乾物中 3.8%)の基礎飼料給

与(食塩無給与区)、他方は同じ基礎飼料に食塩

を添加した食塩添加飼料給与(食塩給与区:給与

日量85g )とし、各群をこれに割当てた。試験

開始前の 7日間はいずれも基礎飼料を与えて飼い

直しを行った(予備期)。飼料給与日量は代謝体

重当り乾物約60gに制限した。試験は、予備期

後に本期 19日開設けて、本期前半の 14日間に

は血清中のナトリウム、カリウムおよびカルシウ

ム濃度の推移を調べ、本期後半の 5日間でナトリ

ウム、カリウムおよびカルシウム出納を比較した。

本期の飲水量と血清中ミネラル濃度は、共分散分

析の修正平均値を用いて、両区間の差を検定したo

また両区のミネラル出納成績は分散分析によって

たしかめた。

結果 乾物摂取量は、食塩給与区の本期始めに著

しく減少したが、その後になって回復した。飲水

量は、食塩給与区が無給与区に比べて有意に増加

し、乾物摂取量当りの飲水量も食塩給与区の方が

鰍合与区の約1.7倍に増加した。また、ナトリウ

ム摂取量も、多量の食塩摂取で極めて多くなった

が、両区の血清中ナトリウム濃度に差がほとんど

なかった。しかし、血清中カルシウム濃度は、食

塩給与区が無給与区に比べ本期の聞は有意に減少

した。ナトリウム出納は、食塩給与区の糞尿中排

世量、吸収量および保有量が無給与区のそれより

有意に増加したo これに対しカリウム出納は、糞

尿中排准量および吸収量に有意差はなかったが、

保有量で食塩給与区は無給与区より有意に減少し

た。さらに、カルシウム出納でも両区間に明らか

な差がなかった。以上のように、高カリウム飼料

に食塩を過剰添加すると、めん羊はナトリウムと

カリウムの大部分を吸収して尿中に排、准し、多量

の食塩摂取がカリウム代謝に及ぼす影響はあまり

大きくなかったO
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第二会場午後の部

38.ホルスタイン種種雄牛の父牛・母牛の年齢構

成

清水 弘・ o久内英明・上田純治・八戸芳夫

(北大農)・寺見 裕(北海道ホル農協)

目的 北海道乳牛群の交配構造を把握することと、

若雄牛生産の計画的交配や後代検定を含む育種計

画を策定するための情報を得る目的で、これまで、

乳牛の父牛(日畜会報56巻)と母牛(同会報・

印刷中)の年齢構成を中心に調査した。今回は種

雄牛の父・母牛の年齢構成について調査分析した。

材料昭和45年 4月 1日から昭和 58年12月2

日までの聞に日本ホルスタイン登録協会、北海道

支局で血統登録された 819，903頭の乳牛の父牛

となった種雄牛のうち、昭和 30年(1955)以後

北海道で生産された種雄牛1，275頭の血統記録を

用いた。種雄牛は父牛の生産地(北海道、アメリ

カ、カナダ)によって 3つの牛群に区分し、群内

で分析したo

結果 1972-1976年にかけて、北海道内で毎

年 100頭以上の種雄牛が生産され、 交配に用い

られたが、その後減少してきている。父牛を北海

道産父牛とアメリカあるいはカナダからの導入種

雄牛(それぞれアメリカ産、カナダ産父牛)との

間で比較すると、北海道産父牛からの種雄牛の数

は 1974年以後減少し、アメリカ、カナダ産父牛

からの種雄牛が多くなってし、る。 1976-1980

年に生まれた種雄牛のうち、父牛が北海道、アメ

リカ、カナダ産父牛の比率はそれぞれ 12、37、

51%となっているO また、母牛の生産地別比率

は北海道産 67%、 アメリカおよびカナダ産母牛

はそれぞれ 25.8%であった。北海道で、生産された

種雄牛のうち両親がアメリカあるいはカナダから

の導入牛である比率は約 28%を占めていた。

種雄牛が生まれたときの母牛の年齢は約 6才で

1966年から 1980年にかけてやふ晩くなる傾

向にあった(5.4才一今6.4才)。 また同じく父牛の

年齢は 1966ー 1970年は 5.4才、 1971-1975

と1976ー1980年はそれぞれ 9.3年と 10.5と

凍結精液の普及に伴って精液が長期にわたって使

用されてしる。

本研究と前2報から、北海道乳牛群の親子の 4

径路、即ち父牛ー娘牛、母牛ー娘牛、父牛一息子

牛、母牛ー息子牛の世代間隔はそれぞれ、 7.0、5.0、

6.0および 9.2年で母牛一息子牛の世代間隔が最

も長く、母牛ー娘牛が最も短い。

39.乳牛の泌乳能力及び乳固形分補正乳量と育成

時体格との関連性

o西村和行・所和暢・南橋昭・曽根章夫・

黒沢弘道(新得畜試)・峰崎康裕・塚本

達(根釧農試)

目的 乳牛の能力評価として生産量のみならず、

体格の大きし、小さい、飼料利用性も今後の重要な

選抜対象形質になると考えられる。演者ら(日畜

会北海道支部会報26(1):29、1983)は先に初

産次泌乳能力との関連について述べたが、今回は、

無脂固形分補正乳 (SCM)量や飼料利用性簡易

指数を取り上げ、それらと体格との遺伝的関連性

を分析した。

方法材料及び測定部位は前回(日畜会報 26(1)

: 29、1983)と同様である。 なお泌乳能力と

して、 305日間乳量にFCM量及びSCM量を加

え、飼料利用性に関しては、内藤ら(日畜会報45

(5) : 24 9 -2 6 1、1974)の簡易指数(ここでは、

FCM -1とする)と、西村ら(日畜会北海道支

部会報 24(1):32、198 1 )のSCM量と体重を

用いた簡易指数(S CM -1 )を取り上げた。解析

に用いた数学モデ、ルは、出生年次、出生季節を母

数効果、種雄牛及び年次×季節の交互作用を変量

効果とした混合モテ、ルで‘あり、遺伝率及び遺伝相

関係数は、同父半姉妹相関法により、遺伝率の標

準誤差はSwigerら(1964)の方法、遺伝相関係

数の標準誤差はTall i s ( 1 9 5 9 )の方法によった。

結果 分散分析の結果、泌乳形質では、いづれも

0.5 %水準で種雄牛聞に有意差が認められた。体

格については、腰角幅でどの月齢においても種雄

牛聞に有意差(5%-0.5%水準)が示された。ま

た腰角幅の体高比は 0.5%水準で種雄牛聞に有意

差が認められた。しかし、出生季節の影響は 3か
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月齢まで胸深、坐骨幅、 トップライン長、背長及

び頭長に表われるがその後なくなり、放牧等によ

ると考えられる季節の影響が腹深に認められた。

従・って、遺伝率は、泌乳形質では中程度以上(.457

-)であったが、体格部位では概ね中程度以下で

あった。遺伝相関係数は 12、18か月齢で、乳量、

FCM及び SCM量と胸深、 腰角幅、体重、肩端

高及び腹深と強い相関を示した。部位比は胸深、

腰角幅及び腹深の体高比で誤差は小さかった。ま

た、簡易指数では、胸深、胸囲、肩端高、腹深と

強い相関を示し、胸深、肩端高及び腹深の体高比

とも高い値であった。従って、 1 2-18か月齢で

後躯の幅や体重が乳量、 FCM及び SCM量と関

連を有するが、簡易指数とは前躯との関わりが強

いことが示された。しかし、 24か月齢以降は、

妊娠、分娩、受胎等の影響も加わって、より明確

な傾向は示されなかった。以上のことから早期予

備選抜指標として生後 1-1.5年の胸深、腰角幅及

び腹深とそれらの体高比、胸囲、体重を用い得る

ことが示唆された。

40.初産牛の泌乳曲線からみた牛乳生産におよぼ

す2、3の要因

o杉原敏弘・武田尚人(北海道農試)

目的初産牛の 305日泌乳曲線から、牛乳生産に

影響をおよぼしている飼養上の要因について検討

した。

方法 1982年 12月-'83年 3月に分娩した初産

牛7頭を初年次に、 '83年 11月-'84年2月に分

娩した初産牛 5頭を 2年次に供試した。供試牛は

いずれも北農試で生産され、北農試の畜舎に繋養

しTこo

初産牛の飼養条件は、日本飼養標準(乳牛)成

雌牛の維持要求量に対して、 DCP108%、TDN

112'1'0、産乳についてはDCP120%、TDN100

%を目安として給与した。飼料は分娩前2週から

濃厚飼料とサイレージを増給し、分娩予定日に 3

K~ 、 16 K~を給与した。 分娩後濃厚飼料を1日0.5

K~づっ勝合 L、 1 1 K~を上限とした。全飼料は 1

日2回混合給与し、濃厚飼料と組飼料のDM給与

比は、泌乳最盛期に 1: 1、泌乳後期に 1: 3を

目安とした。夏期には日中 4-5時開放放した。

搾乳は 1日2回、乳量は毎回計量し乳成分は月 2

回分析した。

結果 初年次の分娩時平均月齢は 26月、 2年次

は 24月で、 305日一頭当り乳量は初年次5，382

K~ 、 2 年次 5， 297 K~で、あった。成牛換算乳量では

初年次 7， 173K~、 2 年次 7， 38 4K~ 、 FCM量、SCM

量は初年次 5， 148K~、 5 ， 19 OK~ 、 2 年次5， 198 K~、

5 ， 128K~であった。分娩後の発情再起は初年次37

日、 2年次 33日であった。

初年次の各牛毎に 305日乳量をWOODの式に

あてはめ泌乳曲線を画き、実乳量と比較すると、

実乳量が泌乳曲線を著しく下回る場合があった。

この原因を飼養記録から抜すいすると、ケトージ

ス、乳房炎、サイレージの 2次発酵による食滞、

放牧時の飼料給与量不足などによるものと推測さ

れた。初年次で、特に乳量の落ち込みの著しかった

2頭の牛について、これらの原因による低乳量値

を除外してWOODの式にあてはめると、 305日

FCM量で 272K~ 、 51 9 K~の差が生じた。

2年次については、分娩後の濃厚飼料の増給方

法、分娩後一ヶ月間のミネラル、ビタミンの添加、

乳房炎対策、放牧時の飼料給与などの点について

改善を行った。その結果初年次に比べて泌乳曲線

と実乳量の差が少なく、一頭当り成牛換算305日

乳量で 211 K~、 FCM量 3 3 7K~ 、 SCM量2 3 3K~ 

多く生産した。また発情再起も 4日早かった。

これらの点から、目新しい技術ではないが、乳

房炎の防除、分娩前後の飼養管理、粗飼料の貯蔵

利用技術、適正な飼料給与技術など、基本的な技

術を確実に実行することにより、生産性を向上さ

せることを示唆した。

41.乳牛の分娩季節の違いによる乳量および血液

成分値の変化

0 フェルナンド R ダエン・石毛善浩・古村

圭子・新出陽三(帯畜大)
/ 

目的 乳牛の産乳量は分娩季節によって異なるこ

とが知られている O この変動の生理的な原因を調
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べるために実験を行った。

方法 ホルスタイン種経産牛 14頭を春分娩(7 

頭)および夏分娩(7頭)の 2群に分け、分娩予

定の 10日前より尾静脈から経時的に採血した。

採取した血液は、血援と血清に分け分析するまで

凍結保存した。測定した血液成分は、ヘマトクリ

ット、ブドウ糖、遊離脂肪酸、リポ蛋白質、血清

蛋白質およびカルシウムであるo また、体重の変

化も経時的に調べた。

結果 乳量は春分娩牛が夏分娩牛より有意に多か

った (P<0.0 1 )。 血清遊離脂肪酸濃度も春分娩

牛が夏分娩牛より有意に高かった (P<0.0 1 )。ま

た、カルシウム濃度についても、春分娩牛が分娩

後5日から 20日の間で有意に高い値を示したCP

< 0.0 5 )。しかし、分娩後 90日以降では逆に夏
分娩牛の方が高かった。一方、春分娩牛の分娩後

の体重の減少は、夏分娩牛より大きく、夏分娩牛

では分娩後約 20日で最も軽い体重となるが、春

分娩牛では、分娩後約 80日であった。

乳量と遊離脂肪酸濃度との聞には正の相関 (P

< 0.0 1 )、乳量とヘマトクリット値の聞には負の
相関 (P<O.O5)が認められた。 また体重の減少

と乳量および遊離脂肪酸濃度との聞には、正の相

関が認められた(P<O.O 5)。

42.乳牛の分娩時刻の変動要因について

0中村雅人・橋本直子・古村圭子・柏村文郎・

新出陽三・池滝孝・太田三郎(帯畜大)

目的 乳牛の分郷時刻を調べ、この分施時刻に影

響を与える要因について検討した。

方法昭和49年 4月から昭和 59年 3月までの

1 0年間に、帯広畜産大学の農場で飼養していた

ホルスタイン種雌、延725頭の分娩例の記録を

用いて、子牛の性別、子牛の生時体重、子牛の在

胎日数、母牛の産歴、分娩季節の要因が、分娩時

刻にどのように影響を与えているかについて調べ

TこO

結果 1) 分娩時刻は、一日の時間帯を 05:00 

-16:59(昼)、 17:00-04:59(夜)の 2

区に分けた。昼の分娩の割合は 55.2%、夜分娩の

割合は 44.8%だった。

2) 子牛の性別と分娩時刻の聞には、有意な関

係がみられ (P<O.O5 )、子牛が雌である場合は

昼に分娩しやすい傾向が見られた。

3) 子牛の生時体重と分娩時刻の聞には有意な

関係がみられ (P<O.O5 )子牛の生時体重が 40 

KIl以下の場合は昼間に分娩しやすい傾向がみられ

た。

4) 子牛の在胎日数と分娩時刻の聞には有意な

関係はみられなかった。

5) 母牛の産歴と分娩時刻の聞には有意な関係

はみられなかった。

6) 分娩季節と分娩時刻の間には、有意な関係

はみられなかった。

43.北海道における豚舎施設の実態調査

o小泉徹・秦 寛(滝川畜試)

目的 近年、北海道の養豚は、一戸当りの飼養頭

数の増加、飼養管理技術の発達により、大規模省

力化が進んでおり、豚舎施設についても、大規模

化、管理方式の集約化の傾向がみられる。このよ

うな中で、豚舎の構造、施設の利用方法は農家間

で大きな違いがみられ、改善が必要なものも多い

と思われる。そこで本調査は、北海道における最

近の豚舎施設の実態を把握し、豚舎内環境改善の

方法を検討する素材を得ることを目的に行った。

方法道内の養豚農家で、飼養頭数規模の大きいも

のから 300戸を抽出し、一番新しい豚舎の構造、

施設、舎内環境等についてのアンケート調査を昭

和 58年 3月に実施した。

結果 アンケート回収農家数は 153戸(回収率51

%)であり、その約 60%が養豚専業であった。

飼養形態では.一貫経営を行なっている農家が82

%で、平均飼養頭数は、繁殖豚が 114頭、肥育豚

が1.050頭であった。肥育経営は全体の 0.5%で、

肥育豚平均飼養頭数は 788頭、繁殖経営は 13% 

で、繁殖豚平均飼養頭数は 100頭であったo

調査の対象となった豚舎は、昭和 50-54年に

建(改)築したものが約半数を占めた。豚舎の種

類では肉豚舎が最も多く、平均の豚舎面積は501.2
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m
2であり、次いで分娩豚舎が多く、平均豚舎面積

は 398.5m2で、あった。

豚舎の構造は、尾根は切妻でトタン張りが多く、

骨組みは木と鉄骨が同割合で用いられてし、た。天

井は 67%の豚舎が有しており、天井材として断

熱材が多く用いられていたo 腰壁はプロックが多

く、上壁はブロック、 トタンベニア等の様々な材

料が用いられていた。窓はガラス一重が多いが、

ガラス二重窓も 11%みられた。断熱材は約 80 

%が豚舎のいずれかの部分に用いていた。

暖房施設については、子豚用部分暖房器として

赤外線ランプと床面暖房を併用しているものが多

くみられた。全備援房としての温風暖房器は約30

%の豚舎で用いられており、多くは手動による制

御を行っていたO

換気方式については、通気口と換気扇をともに

設置している豚舎は全体の半数以下であった。換

気扇の作動方法は手動によるものが圧倒的に多く、

冬期聞は必要に応じ作動させると答えたものが多

かった。冬期間の豚舎内環境については、給水器

の凍結は約 20%がありとしており、舎内の結露

は約 70%がありとしていた。

以上の結果を昭和46年に実施した調査と比較

してみると、断熱材、換気扇の使用割合の増加な

どから、豚舎内環境についての関心は高まってい

ると思われたが、その設置および利用方法につい

てはさらに検討が必要であると思われた。

44.巻き上げ力一テン窓豚舎における冬期間の無

看護分娩

糟谷泰(上川農試)

目的美瑛町K養豚場では、舎内全体への給温も

なしに、冬期間も無看護分娩を行っている。そこ

で、本道における冬期間無看護分娩の環境条件を

検討するため、舎内環境と分娩・晴育成績を調査

した。

方法対象豚舎:45、48年に建築された分娩豚

( 1 9豚房)、離乳子豚(4豚房)および交配ま

での離乳母豚(7豚房、群飼)を収容する複列中

央通路の木造・腰ブロック豚舎(7.6 X 5 9.1 m)で

ある。上壁はなく、軒まで窓となっており、南側

はアルミ窓一重(1月下旬からポリシートを垂ら

す)、北側は巻き上げカーテンのみであるo 天井

にはグラスウール507lY1lが施工されているものの、

気密性や断熱性はあまりよくない。 給温施設:

59年 12月 26日以前は、保温箱の赤外線ランプ

と電熱マットおよび離乳子豚房の赤外線ランプの

みで、それ以外の給温はなかった。 12月26日に

保温箱(2分娩豚房毎に 1個)と離乳子豚房の給

温をガスプローダに切換えた。まずこ、分娩柵後部

側方に赤外線ランプを設置して給温するようにし

た(分娩日のみ)。

結果 1) 舎内最高温度、舎内最低、外気温最高

および外気温最低の変動範囲は、 11月が 6-18

℃、 4-12
0

C、-4-13
0

C、一13 -6 oCであり、

1 2月は 6-16
0

C、 4-10
o
C、-4-130C、←13

-6
0

Cで、 1月は 10-16
0

C、5-10
0

C、一 14-

4
0

C、-25--80Cで、 2月(上旬は漏電修理の

ため測定で、きず)は 11-16
0

C、6-1 3
0

C、← l

-7
0

C、一12-ー3
0

Cで、 3月は 13-17
0

C、8-

12
0

C、-2-1 OoC、ー14-0
0

Cであった。なお、

舎内温度が低くなるのは早朝の除糞時である。

2) 分娩頭数の多かった3月5-6日の温度は、

舎内が 9.5-15 oc、カーテン窓付近が8.5-14 oc、
分娩豚房床上が 9-13

0

Cであり、外気温はー13 

_2
0

Cであった。

3) 舎内湿度は 73-78%、C02は0.15 -0.17 

%であるが、 NH3は20ppmと高かった(日中)。

4) 分娩頭数は 11月 14腹、 12月8腹、 1月

18腹、 2月7腹、 3月 19腹である。 1腹平均は、

生産数 10.8頭、死産数0.52頭、虚弱淘汰数0.65

頭、晴育開始数 10.1 5頭、離乳数 9.27頭であり、

離乳頭数/生産頭数は 85.5%、離乳頭数/晴育開

始頭数は 91.3%であった。

以上のことから、新生子豚の娩出される環境温

度は 10
0

C程度であるが、分娩・晴育成績に悪影

響のなかったものと判断される。しかし、子豚の

体重測定を実施していないので、発育に対してど

の程度の影響を与えているかは不明である。

なお、飼養者は、強い風が当らないとし、う地理

的条件にあるので、この豚舎でも無看護分娩が可

能とし、また、分娩時における分娩柵後部側方の
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赤外線ランフ.による給温効果を高く評価してし、る。 有意差が認められた。また、部分肉量はハム部位

45.肉豚飼料の栄養水準 (TDN含量)が発育枝
肉形質、肉量および肉質に及ぼす影響

o宮崎元・杉本亘之・小泉徹(滝川畜試)

と同様に、減少し、除去脂肪量が増加した。

赤肉および脂肪の理化学性状は各測定項目とも

給与飼料の影響が認められなかった。

以上の結果、給与飼料のTDN含量の増加によ

り、日増体量はやや高まり、飼料要求率は段階的

に低下し、背脂肪が厚くなり、ハム部位の赤肉や

目的 枝肉の品質向上を図る目的で、肥育後期の 部分肉量が低下する傾向が認められたが、理化学

栄養摂取量を体重比および、飼養標準により制限し 性状に違いはなかった。

た結果、飼養摂取量の低下により段階的に増体量

が低下し、枝肉形質がやや改善されたが、その反

面、肉量や肉質に大きな影響が認められなかった

ことを報告した。

そこで、今回は飼料の栄養水準CTDN含量)

の影響について検討した。

方法供試豚はランドレース 36頭を用いた。試

験区分は飼料のTDN水準により 70%区、73.5%

区および77%区の 3区とし、 栄養比は一定とし

た。試験飼料の原料構造は 77%区がトウモロコ

シ、マイロおよび大豆粕で、 70 %区はフスマと

脱脂米ヌカでエネルギーを低下させ、大麦、魚粉、

ミネラルおよびビタミンは一定とした。なお ~73.5

%区は 70%区と 77%区飼料と等量混合した。

試験期間は 60-105K~で、不断給与、単飼育

した。試験開始前(25 -6 OK~ )は市販子豚育成

期用飼料(DCP1 3.0、TDN77.0%)を給与し

Tこo

結果試験終了日令および所要日数はエネルギー

水準の増加に伴って短くなり、日増体量は栄養水

準の低下により各々約 30fI低下したが有意差と

はならなかった。飼量消費量および飼料要求率は

同様に約 10 K~、および 0.2 低下し、 70%区と

77 %区聞に有意差が認められた。しかし、日飼

料摂取量、 DCPおよびTDN要求率では給与飼

料の影響が認められなかった。

枝肉歩留、枝肉の長さや大割肉片の重量割合な

どには処理差が認められなかったO 脂肪厚は背部

46.豚の産肉形質の発現に影響する諸要因

2. 不断給与と制限給与の検定成績に対する影

響

o山崎頑・梶野清二・米田裕紀・山田渥唱

河部和雄・宇野和敏(滝川畜試)・阿部

登(中央農試) .糟谷泰(上川農試)

目的養豚家において後継豚を選ぶ場合、その能

力を正確に知ることが改良をすすめるために必要

である。しかし、現実には非常に多くの要因が能

力の発現に影響しているため、表現型を観察した

だけでは豚の遺伝的な能力は正確にはわからなし、。

演者らはこれらの諸要因を解析し、補正等の方法

でできるだけ遺伝的能力を正確に把握することを

目的に一連の試験を実施してきている。

今回は、不断給与と制限給与の産肉能力検定成

績に対する影響を調査する目的で、当場でおこな

ってきた後代検定成績と自家検定成績について検

討を加えた。

方法調査は、昭和52年 4月から 57年4月ま

での聞にきょうだいで後代検定と直接検定を同時

に実施したものの成績を選んで行った。産肉能力

検定は、後代検定区と直接検定区とも 2頭群飼で

行ない、 2頭の体重の平均が 30K~ に達したとき

開始し、終了は個体毎に 90 K~ に達した時点とし

た。後代検定区は不断給与で直接検定区は豚産肉

において、 TDN水準の増加により厚く、 70%区 能力直接検定法に準じ、 2頭の平均体重にもとづ

と77%区間に有意差が認められた。また、去勢 いて制限給与した。

の背脂肪厚は雌のと比較して厚かった (p<O.O5)。 結果 体重の推移では、検定開始前は直接検定区

ハム部位の赤肉量はTDN水準の増加により減 が重かったが、開始後すぐ、に後代検定区が重くな

少し、逆に脂肪量が増加し70%区と 77%図習に った。母豚間ではすべての時期に有意差が認めら
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れた。

産肉成績は、開始日齢は後代検定区が遅かった

が、終了時日齢は早かった。検定期間と日増体重

は後代検定区が優っていた。 1日当りの飼料消費

量と検定中の飼料消費量のいずれも直接検定区が

少なかった。母豚聞に差は認、められなかった。背

脂肪の厚さは測定方法が異なっていたにもかかわ

らす両区間に差はなかった。遺伝的な差を示す母

豚間では直接検定区にのみ有意差が認められた。

9 0 K~時の体尺値では後代検定区の胸囲が有意

に太かったが他の形質に差は認、められなかった。

母豚間では、後代検定区で管囲、体高、前幅、胸

幅、後幅に、直接検定区で胸囲、管園、前幅、胸

幅に有意差が認められた。

後代検定区と直接検定区の産肉成績の相関は90

K~到達日令が 0.54 で有意であったほかはいずれ

も低し、値であった。

以上のことから、産肉能力の検定法としては、

背脂肪の厚さの母豚聞の差が検出できた直接検定

区が後代検定区より優っていることが推測された。

47.豚の背脂肪厚の経時的変化について

0梶野清二・山崎潤(滝川畜試)

目的 前回の大会において豚の背脂肪厚の早期能

力判定の可能性について、その経時的変化ととも

に体重および日齢との関係から報告したが、今回

は、これに胸囲を加えて同様の検討を行ったので

報告する。

方法 当場の系統造成中の大ヨークシャー種第2

世代育成豚について生体重 30 K~から~ OK~の聞に

背脂肪厚、体重、胸囲を経時的に測定した。背脂

肪厚は市販の超音波背脂肪厚測定機により肩甲骨

後端部(肩)、体長よ部(背)、最後肋骨後端部
2 

(腰)のそれぞれの背正中線から 2-4Gm離れた

左右2か所を測定した。測定部位は背以外は測定

の都度、骨格により定め、背については 3OK~ 時

に入墨した。分析には各部位とも左右2か所の測

定値の平均を使用した。

結果 前回同様、背脂肪厚は各部位とも体重およ

び日齢の増加に伴い直線的に増加し、増加速度は

部位により異なり、肩が最も大きく、腰、背の順

に小さくなる傾向があった。胸囲の増加に伴って

も背脂肪厚は直線的に増加し、体重、日齢の場合

と同様の傾向があった。

背脂肪厚との相関は、日齢が他と比較して低く、

胸囲、体重の順に高くなる傾向があったo相関係

数は、胸囲と体重については各部位とも0.80以上

あり、これらを独立変数とした背脂肪厚の推定が

可能であると考えられた。

また、胸囲または体重に日齢を加えた重回帰に

よる背脂肪厚の推定を検討したが、推定精度の向

上は、わずかであり、日齢を加える効果はほとん

どないと思われた。

以上のことから、農家における豚の背脂肪厚の

改良を考えた場合、測定の労力、時間の面から体

重と背脂肪厚とを測定するよりも胸囲と背脂肪厚

の測定により個体の能力を判定し、改良を進める

ことが現状では効率的であると思われる。
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